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議 長 あ い さ つ

　皆様には日頃から、私ども軽井沢町議会の活動に、ご理解、ご協

力をいただいておりますことに、この場をお借りして感謝を申し上

げます。軽井沢町議会は、これからも、住民の皆様の声をしっかり

と町政に届けてまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

　昨年を振り返ってみますと、新型コロナウイルス感染症は、一昨

年に引き続き猛威を振るい、また、2 月に勃発しましたロシアによ

るウクライナ侵攻は、国際社会の平和と秩序を根底から揺るがしま

した。議会では、ロシアの攻撃と主権侵害に対して、ただちに抗議

と即時撤退を求める決議を行いましたが、ウクライナの国土では、

破壊と尊い人命の喪失が今なお続いており、一刻も早い戦争の終結

を願ってやみません。

　そして、コロナ感染症と戦争の影響による様々な物価の高騰は、

住民の皆様にも大変な負担を及ぼしています。議会といたしまして

は、町行政とともに、長期化するコロナ感染症や、物価高騰により

影響を受ける住民生活を支援するための方策に、引き続き積極的に

取り組んでまいります。

　一方で、コロナ禍もようやく出口が見えてきたように感じます。

引き続き感染防止に留意しながらも、コロナ禍をきっかけにした新

しい社会はどういう方向性を持つのかという大きな変革を整理し、

生活の豊かさが求められる時代に即した、住民が自ら街づくりにつ

いて再考し、より豊かで明るい未来を創造していただき、持続可能

な町政運営が行われるよう、議会といたしましても全力で取り組ん

でまいります。

　議員もそれぞれが更なる研鑽を積み、住民皆さまの付託に応えら

れる議会となるよう全力で傾注してまいります。ご指導とご協力を

いただきながら、新しい時代にふさわしい町政運営の実現をめざし

てまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　軽井沢町議会議長　土　屋　好　生

議　長
土 屋  好 生

副議長
遠 山  隆 雄
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軽 井 沢 町 議 会 議 員 名 簿
（令和 4 年 11 月 4 日現在）

※押金洋仁元議員の辞職に伴い、令和 4 年 11 月 4 日現在の内容を掲載しています。

議席
番号

氏　　名
当選
回数

住　　所 生年月日 電話番号

１ 眞
ま

　島
しま

　聡
さと

　子
こ

１ 大字軽井沢 1019-296 S42.11.30 48-5236

２ 福
ふく

　本
もと

　　　修
おさむ

１ 大字追分 94-10 S41.11.17 44-1277

３ 赤
あか

　井
い

　信
のぶ

　夫
お

１ 大字追分 94-17 S34.11.25 45-4871

４ 中
なか

　澤
ざわ

　睦
むつ

　夫
お

１ 大字発地 2543-1 S26.4.15 28-9082

５ 木
き

　内
うち

　　　徹
とおる

１ 大字軽井沢 1018-110 S24.9.7 090-4126-9373

６ 寺
てら

　田
だ

　和
わ

佳
か

子
こ

２ 大字長倉 3892-7 S48.7.30 090-1767-1529

８ 利
と

根
ね

川
がわ

　泰
たい

　三
ぞう

２ 大字軽井沢 1256-68 S29.3.13 45-3431

９ 遠
とお

　山
やま

　隆
たか

　雄
お

２ 大字長倉 4744 S26.1.22 45-8210

10 横
よこ

須
す

賀
か

　桃
もも

　子
こ

３ 大字長倉 2132-14 S45.1.11 31-0275

11 川
かわ

　島
しま

　さゆり ３ 大字長倉 4280-5 S37.3.16 46-2135

12 土
つち

　屋
や

　好
よし

　生
お

３ 中軽井沢 4-1 S32.9.7 45-5327

13 佐
さ

　藤
とう

　幹
みき

　夫
お

３ 軽井沢 1-12 S32.6.19 42-2965

14 市
いち

　村
むら

　　　守
まもる

３ 大字長倉 1609-1 S25.7.7 45-6737

15 佐
さ

　藤
とう

　敏
とし

　明
あき

３ 大字発地 1398-84 S25.5.5 48-1011
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軽 井 沢 町 議 会 委 員 会 名 簿

※押金洋仁元議員の辞職に伴い、令和 4 年 11 月 4 日現在の内容を掲載しています。

令和 4 年 11 月 4 日現在

◎印‥委員長　　　○印‥副委員長

　　　　　　議長　　土　屋　好　生　　　　　　　　副議長　　遠　山　隆　雄

議
　
運

議 会 運 営 委 員 会
（５名）

◎佐　藤　敏　明 ○川　島　さゆり 　木　内　　　徹

　佐　藤　幹　夫 　横須賀　桃　子

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総 務 常 任 委 員 会
（８名）

◎川　島　さゆり ○利根川　泰　三 　福　本　　　修

　中　澤　睦　夫 　寺　田　和佳子 　佐　藤　敏　明

　遠　山　隆　雄 　土　屋　好　生

社 会 常 任 委 員 会
（７名）

◎横須賀　桃　子 ○赤　井　信　夫 　眞　島　聡　子

　木　内　　　徹 　佐　藤　幹　夫 　市　村　　　守

　遠　山　隆　雄

予算決算常任委員会
（13 名）

◎佐　藤　幹　夫 ○木　内　　　徹 　眞　島　聡　子

　福　本　　　修 　赤　井　信　夫 　中　澤　睦　夫

　寺　田　和佳子 　利根川　泰　三 　横須賀　桃　子

　川　島　さゆり 　市　村　　　守 　佐　藤　敏　明

　遠　山　隆　雄

広報広聴常任委員会
（８名）

◎寺　田　和佳子 ○利根川　泰　三 　眞　島　聡　子

　福　本　　　修 　赤　井　信　夫 　横須賀　桃　子

　川　島　さゆり 　佐　藤　敏　明

特
　
別
　
委
　
員
　
会

議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

（７名）

◎利根川　泰　三 ○横須賀　桃　子 　眞　島　聡　子

　赤　井　信　夫 　寺　田　和佳子 　市　村　　　守

　遠　山　隆　雄

庁 舎 改 築 周 辺 整 備
事業検討特別委員会

（13 名）

◎赤　井　信　夫 ○眞　島　聡　子 　福　本　　　修

　中　澤　睦　夫 　木　内　　　徹 　寺　田　和佳子

　利根川　泰　三 　横須賀　桃　子 　川　島　さゆり

　佐　藤　幹　夫 　市　村　　　守 　佐　藤　敏　明

　遠　山　隆　雄
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軽井沢町議会選出の議員及び各種審議会等委員一覧表
令和 4 年 11 月 4 日現在

役　　職　　名 人員 氏　　名

佐 久 広 域 連 合 議 会 議 員 ２ 遠　山　隆　雄　　土　屋　好　生

北 佐 久 郡 老 人 福 祉 施 設 組 合 議 会 議 員 ２ 福　本　　　修　　利根川　泰　三

浅 麓 環 境 施 設 組 合 議 会 議 員 ３ 福　本　　　修　　中　澤　睦　夫
佐　藤　幹　夫

浅 麓 水 道 企 業 団 議 会 議 員 ３ 赤　井　信　夫　　佐　藤　幹　夫
佐　藤　敏　明

森 泉 山 財 産 組 合 議 会 議 員 １ 遠　山　隆　雄

佐 久 市 · 軽 井 沢 町 清 掃 施 設 組 合 議 会 議 員 ４ 木　内　　　徹　　寺　田　和佳子
川　島　さゆり　　佐　藤　幹　夫

佐 久 市 · 北 佐 久 郡 環 境 施 設 組 合 議 会 議 員 ４ 眞　島　聡　子　　利根川　泰　三
横須賀　桃　子　　市　村　　　守

軽 井 沢 町 監 査 委 員 １ 市　村　　　守

軽 井 沢 町 風 俗 審 議 会 委 員 １ 佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 消 防 委 員 会 委 員 ３ 利根川　泰　三　　市　村　　　守　　
佐　藤　敏　明

軽 井 沢 国 際 親 善 文 化 観 光 都 市 計 画 審 議 会 委 員 １ 土　屋　好　生

軽 井 沢 町 上 水 道 計 画 審 議 会 委 員 ３ 赤　井　信　夫　　川　島　さゆり
佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 国 民 健 康 保 険 軽 井 沢 病 院 経 営 協 議 会 委 員 ２ 横須賀　桃　子　　佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 長 期 振 興 計 画 審 議 会 委 員 ４ 横須賀　桃　子　　川　島　さゆり
遠　山　隆　雄　　土　屋　好　生

軽 井 沢 町 農 業 振 興 地 域 整 備 促 進 協 議 会 委 員 ２ 福　本　　　修　　川　島　さゆり

軽 井 沢 町 自 然 保 護 審 議 会 委 員 ４ 眞　島　聡　子　　寺　田　和佳子
遠　山　隆　雄　　土　屋　好　生

軽 井 沢 町 住 宅 対 策 審 議 会 委 員 ２ 木　内　　　徹　　利根川　泰　三

軽 井 沢 町 下 水 道 事 業 審 議 会 委 員 ２ 中　澤　睦　夫　　川　島　さゆり

軽 井 沢 町 庁 舎 改 築 周 辺 整 備 事 業 検 討 委 員 １ 赤　井　信　夫

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 １ 遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 評 議 員 １ 横須賀　桃　子

公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 評 議 員 １ 土　屋　好　生

公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 理 事 １ 佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 暴 力 団 進 入 阻 止 連 絡 協 議 会 委 員 １ 土　屋　好　生

軽 井 沢 町 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員 １ 遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 地 域 公 共 交 通 会 議 委 員 ２ 横須賀　桃　子　　土　屋　好　生

軽 井 沢 町 野 菜 価 格 安 定 対 策 事 業 運 営 協 議 会 委 員 １ 川　島　さゆり

軽 井 沢 町 有 害 鳥 獣 被 害 予 防 対 策 協 議 会 委 員 １ 横須賀　桃　子

軽 井 沢 町 立 図 書 館 運 営 協 議 会 委 員 １ 横須賀　桃　子

軽 井 沢 町 生 活 改 善 委 員 会 委 員 １ 横須賀　桃　子

軽 井 沢 町 青 少 年 健 全 育 成 協 議 会 委 員 １ 横須賀　桃　子

軽 井 沢 町 人 権 同 和 教 育 推 進 委 員 会 委 員 ２ 横須賀　桃　子　　土　屋　好　生

長 野 県 共 同 募 金 会 軽 井 沢 支 会 長 １ 土　屋　好　生

※押金洋仁元議員の辞職に伴い、令和 4 年 11 月 4 日現在の内容を掲載しています。
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令和 4 年第１回軽井沢町議会定例会 1 月第 1 回会議

１ 月 会 議 解 説

付　議　事　件

３軽井沢町告示第 34 号

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

1月7日 金 本会議 開会、会期の決定、議案の上程、提案説明、質疑、
討論、表決 午前 10 時

　令和４年１月７日に招集された会議において、令和４年第１回定例会の会期は 12 月 23 日まで
の 351 日間となりました。
　なお、１月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は、契約の締結１件、
補正予算１件でいずれも原案どおり可決しました。

○契約の締結
　・国補南地区複合施設建設工事変更請負契約

　木材不足による価格の高騰で今後の経費が不足したこと等に伴い、増額の変更契約を締結
するものです。

○令和 3 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 9 号）】
　　5 億 5,430 万円追加　　総額 160 億 8,679 万 5,000 円

　歳入　住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金 3 億 600 万円の増、さわやか軽井
沢ふるさと寄附金 1 億 9,750 万円の増　他

　歳出　さわやか軽井沢ふるさと基金・元金 1 億 750 万円の増、住民税非課税世帯等臨時特
別給付金給付 3 億円の増　他

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 1 号

令和３年度国補南地区複合施設建設工事変更請負契約の
締結について 即　決 1/7 原案可決

議　案
第 2 号 令和３年度軽井沢町一般会計補正予算（第９号） 即　決 1/7 原案可決
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会３月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 3 号

軽井沢町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて 総務常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 4 号 軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について 社会常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 5 号

軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正について 社会常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 6 号 軽井沢町文化財保護条例の全部改正について 社会常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 7 号

令和 3 年度国補重要文化財・旧三笠ホテル建造物保存修
理工事（第 2 期分）請負契約の締結について 社会常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 8 号 令和 3 年度一般会計補正予算（第 10 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第 9 号

令和 3 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 3 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

2月24日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

2月28日 月 本会議 代表質問・一般質問 午前 10 時

3月 1日 火 本会議 一般質問 午後 10 時

3月 2日 水 本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

3月 3日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

3月 4日 金 委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時

3月 7日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

3月 8日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

3月 9日 水 委員会 予算決算常任委員会（補正予算） 午前 10 時

3月10日 木 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9 時 30 分

3月11日 金 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9 時 30 分

3月14日 月 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9 時 30 分

3月16日 水

委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午後 1 時 00 分

本会議 委員長報告、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論 午後 1 時 30 分
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第10号 令和 3 年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 4 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第11号

令和 3 年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予算（第
3 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第12号

令和 3 年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 3 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第13号 令和 3 年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第14号

令和 3 年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
3 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第15号

令和 3 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 2 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第16号 令和 4 年度軽井沢町一般会計予算 予算決算常任委員会 3/16 修正可決

議　案
第17号 令和 4 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第18号 令和 4 年度軽井沢町駐車場特別会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第19号 令和 4 年度軽井沢町介護保険特別会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第20号 令和 4 年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第21号 令和 4 年度軽井沢町水道事業会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第22号 令和 4 年度軽井沢町下水道事業会計予算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第23号

令和 4 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予
算 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

議　案
第24号 令和 3 年度軽井沢町一般会計補正予算（第 11 号） 予算決算常任委員会 3/16 原案可決

報　告
第 1 号

専決処分の報告について（公用車によるブロック塀への
接触事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴
う和解について）

報　告

報　告
第２号

専決処分の報告について（公用車による縁石への接触事
故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解
について）

報　告

報　告
第３号

専決処分の報告について（軽井沢町個人情報保護条例の
一部改正について） 原案可決

報　告
第４号

専決処分の報告について（令和 2 年度道路メンテナンス
事業補助湯川橋架替工事（第 1 期）変更請負契約の締結
について）

原案可決

諮　問
第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 即　決 3/16 適　任
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

発　委
第１号 ロシアのウクライナ侵攻を強く非難する決議について 即　決 3/16 原案可決

議員派遣について 即　決 3/16 承　認

３ 月 会 議 解 説

　令和 4 年 3 月会議は、2 月 24 日に再開し、会議期間は 3 月 16 日までの 21 日間の日程で開催
しました。提出された議案は、条例の一部改正 3 件、条例の全部改正 1 件、契約の締結 1 件、補
正予算 9 件、新年度予算 8 件、人事案件 1 件、発委 1 件で、議案第 16 号のみ修正可決し、その
他原案どおり可決しました。また、専決処分 4 件の報告を受けました。
　
○条例の一部改正
　・町職員の育児休業等に関する条例

　令和 3 年 8 月 10 日に人事院が公表した国家公務員に係る「妊娠・出産・育児等と仕事の
両立支援のために講じる措置」のうち、非常勤職員の育児休業・介護休暇等の取得要件の緩
和等に係る事項が令和 4 年 4 月 1 日から施行されることに伴い、国家公務員との権衡を踏ま
え、非常勤職員の育児休業等の取得要件を緩和する改正及び育児休業を取得しやすい勤務環
境の整備に関する措置等に係る規定を追加する改正を行うもののほか、所要の改正を行うも
のです。

　・町国民健康保険税条例
　全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律及び全
世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係政令の整備等に関する政令により地方税法及び地方税法施行令が改正され、未就学児
である国民健康保険の被保険者について被保険者均等割額を減額するものとすることに伴
い、そのための改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 47 条の５第１項に基づき軽井沢町教育委員
会において学校運営協議会を設置することに伴い、消防団員の処遇の改善を推進するため消
防団員の報酬額の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・町文化財保護条例
　町による文化財の保護において、文化財保護法及び文化財保護条例に基づく国及び県の文
化財の保護の枠組みと整合を図るため、新たに無形文化財及び無形の民俗文化財の指定につ
いて規定するとともに、同法及び同条例による文化財の保護の構成に合わせて規定の整理を
行うものです。

○契約の締結
　・令和3年度国補重要文化財・旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第2期分）請負契約

　旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第 1 期）では、調査、解体を行い、第 2 期工事では、
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耐震補強工事、調査、解体の結果に基づき、傷んだ箇所の修復、組立て工事及び復元年代を
大正末期から昭和初期にしたことから、中央と東翼の車寄せの復元工事を行うものです。
　　　　変更後の契約額　　7 億 5,900 万円
　　　　契 約 の 相 手 方 　　清水建設株式会社

○専決処分の報告
　・公用車によるブロック塀への接触事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和

解について
　・公用車による縁石への接触事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解につ

いて
　・軽井沢町個人情報保護条例の一部改正について
　・令和2年度道路メンテナンス事業補助湯川橋架替工事（第1期）変更請負契約の締結につ

いて

○令和 3 年度補正予算
　【一般会計（第 10 号）】
　　11 億 5,525 万 4,000 円追加　　総額 172 億 4,204 万 9,000 円

歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金 9 億 5,213 万 3,000 円の増、入湯税 2,400 万円の増　他
歳出　さわやか軽井沢ふるさと基金・元金分 8 億 5,103 万 3,000 円の増、積立金財政調整基金・

元金分 2 億 1,000 万円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計（第 3 号）】
　　3,856 万 9,000 円追加　　総額 26 億 9,460 万 9,000 円
　　歳入　災害等臨時特例補助金 258 万 1,000 円の増、保険給付費等交付金普通交付金 3,470 万

円の増　他
　　歳出　一般被保険者療養給付経費 2,470 万円の増、特定健診実施委託 197 万 9,000 円の減　

他

　【駐車場特別会計（第 4 号）】
　　893 万 2,000 円減額　　総額 1 億 926 万 8,000 円

歳入　駐車場使用料 900 万円の減、器物破損補修返済金 6 万 8,000 円の増　
歳出　信濃追分駅前駐車場拡張工事 82 万円の減、駐車場整備基金・元金分 500 万円の減　他

　【公共下水道事業特別会計（第 3 号）】
　　513 万円減額　　総額 7 億 9,393 万 3,000 円

歳入　下水道使用料 600 万円の増、一般会計繰入金 800 万円の減　他
歳出　軽井沢処理区管路施設工事 200 万円の減、軽井沢処理区発電機借上料 18 万 2,000 円　他
　

　【農業集落排水事業特別会計（第 3 号）】
　　56 万円減額　　総額 8,271 万 1,000 円
　　歳入　受益者分担金 26 万円の減、一般会計繰入金 30 万円の減　
　　歳出　発地処理区発電機借上料 16 万円の減　他
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　【介護保険特別会計（第 3 号）】
　　1,641 万 3,000 円減額　　総額 18 億 4,075 万 1,000 円
　　歳入　介護給付費負担金 497 万 4,000 円の減　他
　　歳出　介護予防・生活支援サービス事業費負担金 100 万円の減　他

　【後期高齢者医療特別会計（第 3 号）】
　　223 万 4,000 円減額　　総額 3 億 5,431 万 6,000 円
　　歳入　特別徴収保険料 378 万 4,000 円の減、普通徴収保険料 163 万 1,000 円の増　他
　　歳出　後期高齢者医療広域連合納付経費 215 万 3,000 円の減　他

　【軽井沢病院事業会計（第 2 号）】
　　病院事業収益　3,676 万円減額　　　病院事業費用　1,976 万円の減額

○令和 4 年度各会計予算
　8 会計の予算総額は、251 億 1,421 万 9,000 円

　【一般会計】
　　159 億 4,000 万円

歳入　町税関係 96 億 5,499 万円、性質別構成比では自主財源 131 億 9,958 万円（82.9%）、依
存財源 27 億 4,042 万円（17.1%）

歳出　町道舗装補修工事 3 億円、旧三笠ホテル建造物保存修理工事 2 億 2,920 万円、湯川橋
架替工事 1 億 2,000 万円、ふるさと寄附金受入事務委託 1 億 4,541 万 9,000 円、庁舎
改築周辺整備基本計画・基本設計策定委託 9,163 万円、ふるさと寄附金教育応援分 10
億 2,484 万 6,000 円、産地生産基盤パワーアップ事業補助 4 億 6,481 万 6,000 円　他　

　【国民健康保健事業勘定特別会計】
　　26 億 5,261 万 6,000 円
　　歳入　国民健康保険税 6 億 3,360 万円、県支出保険給付費交付金 17 億 7,683 万 5,000 円　他
　　歳出　療養給付費 15 億円、高額療養費 2 億 4,120 万円　他

　【駐車場特別会計】
　　9,207 万 4,000 円
　　歳入　駐車場使用料 9,000 万円　前年度繰越金 200 万円　他
　　歳出　町営旧軽井沢駐車場平面化工事測量・実施設計業務委託 1,400 万円　他

　【介護保険特別会計】
　　18 億 6,529 万 4,000 円

歳入　介護保険料 3 億 9,829 万 9,000 円、支払基金介護給付費交付金 4 億 4,538 万 3,000 円　
他

歳出　居宅介護サービス給付費負担金 7 億円、施設介護サービス給付費負担金 4 億 4,986 万
4,000 円 他
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　【後期高齢者医療特別会計】
　　3 億 6,155 万 8,000 円

歳入　後期高齢者医療保険料 2 億 6,587 万 6,000 円、保険基盤安定繰入金 5,879 万 5,000 円　
他

歳出　後期高齢者医療広域連合納付金 3 億 3,242 万 7,000 円　他

　【水道事業会計】　
　　収益的支出 6 億 5,475 万 5,000 円
　　収益的収入 6 億 7,475 万円、収益的支出 6 億 5,475 万 5,000 円
　　収入の主なものは水道料金他 6 億 1,564 万 6,000 円　他
　　支出の主なものは営業費用 6 億 854 万円　他

　【下水道事業会計】
収益的支出 7 億 7,679 万 5,000 円
収益的収入 7 億 9,761 万円、収益的支出 7 億 7,679 万 5,000 円
収入の主なものは公共下水道料金他 3 億 3,389 万 6,000 円　他
支出の主なものは営業費用 7 億 1,134 万 3,000 円　他

　【病院事業会計】
　　収益的支出 27 億 2,448 万円
　　収益的収入 26 億 7,679 万円、収益的支出 27 億 2,448 万円
　　収入の主なものは医業収益 19 億 1,517 万円　他
　　支出の主なものは医業費用 25 億 8,978 万円　他
　
○人事案件
　・人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員に水澤貴文氏と小井圡泉氏を推薦することを適任と認めました。
任期は国からの委嘱を受けてから 3 年です。

○議会関係
　・ロシアのウクライナ侵攻を強く非難する決議

　2 月 24 日に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻により、民間人を含む死傷者
が発生し、多くの人々が避難を余儀なくされ、国際社会から非難の声があがっています。
　これまでも、我が国や欧米各国がロシアと首脳会談を行うなど、国際社会が平和的な解決
に向けた努力を重ねてきたにもかかわらず、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、武力
の行使による一方的な現状変更を認めないとする国際秩序の根幹を揺るがすものであり、断
じて容認できません。
　今回の侵攻は、ウクライナの主権と領土の一体性を侵害する明白な国際法違反であり、こ
れを許すことは、アジアを含む国際社会の平和と安全への脅威となりかねません。さらに、
プーチン大統領の核兵器の使用を示唆するような発言は、「非核平和の町」宣言をしている
本町として到底容認できるものではありません。
　よって、本議会は、ロシアのウクライナへの軍事侵攻に断固抗議するとともに、軍の即時
撤収、国際法の遵守、及び事態の打開に努めるよう強く求めるものです。
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会４月第 1 回会議

4 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第25号

軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ
いて 即　決 4/28 原案可決

議　案
第26号 町道の変更について 即　決 4/28 原案可決

報 告
第 5 号

専決処分の報告について（軽井沢町町税条例の一部改正
について） 4/28 報　告

報 告
第 6 号

専決処分の報告について（軽井沢町国民健康保険税条例
の一部改正について） 4/28 報　告

　令和 4 年 4 月第 1 回会議は会議期間 1 日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正
1 件、その他 1 件でいずれも原案可決しました。また、専決処分 2 件の報告を受けました。

○条例の一部改正
　・町消防団員等公務災害補償条例

　年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法律により消防団員等公務災
害補償等責任共済等に関する法律の一部が改正され、年金等の受給権を担保として日本政策
金融公庫等が貸付けを行う年金担保貸付事業が廃止されたことに伴い、消防団員等公務災害
補償を受ける権利を担保とする特例が削られたため、本条例の同様の規定を削る改正を行う
ものです。

○その他
　・町道の変更　１路線

○専決処分の報告
　・町町税条例の一部改正について

　地方税法等の一部を改正する法律が３月 31 日に公布され、その一部が４月１日から施行
されることに伴い、土地に係る固定資産税及び都市計画税の負担調整措置について、令和４

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

4月28日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

ー 12 ー



年度に限り、商業地等に係る課税標準額の上昇幅を、現行は評価額の５パーセントであると
ころ、評価額の 2.5パーセントとする規定の改正を行うもののほか、所要の改正を行うもの
です。

・町国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法施行令等の一部を改正する政令が３月 31 日に公布され、その一部が４月１日か
ら施行されることに伴い、国民健康保険被保険者の負担の適正化を図るため、基礎課税額及
び後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を引き上げる改正を行うもののほか、所要の
改正を行うものです。
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会６月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第27号

令和 4 年度町単木もれ陽の里空調設備他改修工事請負契
約の締結について　　 社会常任委員会 6/10 原案可決

議　案
第28号 令和 4 年度軽井沢町一般会計補正予算（第 1 号）　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員会 6/10 原案可決

議　案
第29号

令和 4 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 1 号）　　　　　　 予算決算常任委員会 6/10 原案可決

報 告
第 7 号

令和 3 年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について　　　　　　 6/10 報　告

報 告
第 8 号 一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について　　 6/10 報　告

報 告
第 9 号 公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について 6/10 報　告

同　意
第 1 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 即　決 6/10 同　意

請　願
第 1 号 「軽井沢町手話言語条例」の制定を求める請願 社会常任委員会 6/10 採　択

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

5月26日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

5月30日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

5月31日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

6月 1日 水 本会議 議案質疑・議案付託 午後 10 時

6月 2日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午後 10 時

6月 3日 金 委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時

6月 6日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

6月 7日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

6月 8日 水 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

6月10日 金 本会議 委員長報告、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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６ 月 会 議 解 説
　令和 4 年 6 月会議は、5 月 26 日に再開し、会議期間は 6 月 10 日までの 16 日間の日程で開催
しました。提出された議案は、契約の締結 1 件、補正予算 2 件、報告 3 件、人事案件 1 件でいず
れも原案どおり可決・同意しました。　
　
○契約の締結
　・令和４年度町単木もれ陽の里空調設備他改修工事請負契約

　建築から 17 年が経過し、長寿命化個別実施計画に伴う劣化診断において、施設内空調設
備の灯油式ヒートポンプエアコンは既に製造終了し、今後交換部品の調達が難しく、修理が
できなくなるとの指摘を受けたことから、空調機 59 台と室外機 7 台を灯油式ヒートポンプ
エアコンから電気式ヒートポンプエアコンへ交換するほか、オイルタンクの増設を行う工事
です。
　　　　　契  約  金  額　　8,437 万円
　　　　　契約の相手方　　株式会社マナテック
　　　　　工            期　　令和 5 年 1 月 31 日

○令和４年度補正予算
　【一般会計補正予算（第１号）】
　　1,695 万 5,000 円追加　総額 159 億 5,695 万 5,000 円

歳入　学校施設環境改善交付金 432 万 7,000 円の増、コミュニティ助成事業助成金 830 万円
の増、図書館振興財団振興助成事業助成金 353 万 9,000 円の増　他　

歳出　子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金過年度返還金 3,137 万 3,000 円の増、旧軽井
沢公民館建築工事 4,810 万円の減、国際カーリング選手権大会補助 50 万円の増　他　

　【国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）】
　　３万 2,000 円追加　　総額 26 億 5,264 万 8,000 円
　　歳入　保険給付費等交付金特別交付金 3 万 2,000 円の増　
　　歳出　傷病手当金 3 万 3,000 円の増　他

○その他
　・令和３年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

ＯＡソフト修正委託　他９件
合計金額５億 9,346 万 4,000 円、翌年度繰越額４億 6,627 万円、財源内訳は一般財源１億 8,193
万 5,000 円、未収入特定財源２億 8,433 万 5,000 円

　・一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について
　・公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について
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○人事案件
　・固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員に上原耕実氏を任命することに同意しました。
任期は、令和 4 年 7 月 10 日から令和 7 年 7 月 9 日までの 3 年間です。

○請願

請願件名 請願者 審査結果

「軽井沢町手話言語条例」
の制定を定める請願書

軽井沢町大字長倉 2140-293
荒木　クミ子
紹介議員　川島　さゆり
　　　　　利根川　泰三

採　択
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会７月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

7月 7日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

7 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第30号

令和４年度電源立地地域対策交付金事業小型動力ポンプ
積載車購入契約の締結について 即　決 7/7 原案可決

議　案
第31号 令和４年度軽井沢町一般会計補正予算（第２号） 即　決 7/7 原案可決

議員派遣について 即　決 7/7 原案可決

　令和 4 年 7 月第 1 回会議は会議期間 1 日の日程で開催し、提出された議案は、契約の締結 1 件、
補正予算 1 件でいずれも原案どおり可決しました。
　また、議会関係では、議員派遣について原案どおり可決しました。

○契約の締結
　・電源立地地域対策交付金事業小型動力ポンプ積載車購入

消防団第 7 部油井・鳥井原に配備されている積載車両が購入から 20 年を経過することから、
消防団配備用車両更新基準に基づき更新配備するものです。
　　　　契  約  金  額　　825 万円
　　　　契約の相手方　　株式会社コウサカ佐久出張所
　　　　工　　　　期　　令和 5 年 3 月 27 日

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 2 号）】
　　1 億 1,038 万円追加　　　総額 160 億 6,733 万 5,000 円

歳入　低所得子育て世帯生活支援特別給付事業費補助 1,750 万円の増、財政調整基金 8,000
万円の増　他

歳出　電動式刈払機等普及促進補助 1,220 万円の増、西部小学校プレハブ仮設校舎借上料
6,500 万円の増　他
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会９月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議  案
第32号 第 6 次軽井沢町長期振興計画基本構想の策定について 総務常任委員会 9/15 原案可決

議　案
第33号

軽井沢町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて 総務常任委員会 9/15 原案可決

議　案
第34号

軽井沢町議会議員及び軽井沢町長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部改正について 総務常任委員会 9/15 原案可決

議　案
第35号 令和 4 年度軽井沢町一般会計補正予算（第 3 号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議　案
第36号

令和 4 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 2 号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第37号 令和 4 年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 1 号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

8月25日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

8月29日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

8月30日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

8月31日 水 本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

9月 1日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

9月 2日 金 委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時

9月 5日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

9月 6日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

9月 7日 水 委員会 予算決算常任委員会（補正予算） 午前 10 時

9月 8日 木 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9 時

9月 9日 金 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9 時

9月12日 月 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9 時

9月13日 火 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9 時

9月15日 木 本会議 委員長報告、質疑、討論、表決、決算認定
議案の上程、提案説明、趣旨説明、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議 案
第38号 令和４年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第39号

令和４年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第40号 令和４年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第41号 令和４年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第42号

令和３年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳
出決算認定について 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

議 案
第43号 令和４年度軽井沢町一般会計補正予算（第４号） 即　決 9/15 原案可決

認 定
第 1 号 令和３年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

認 定
第 2 号

令和３年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳
入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/15 原案可決

報 告
第10号 決算に関する附属書類の報告について 報　 告

報 告
第11号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報　 告

諮 問
第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 即　決 9/15 適 　任

同 意
第 2 号 教育長の任命について 即　決 9/15 原案同意

同 意
第 3 号 教育委員会委員の任命について 即　決 9/15 原案同意

陳 情
第 5 号

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書
の提出を求める陳情 即　決 9/15 不 採 択

発　議
第 1 号

安倍晋三元首相の国葬中止を求める意見書の提出につい
て 即　決 9/15 原案否決

議員派遣について 即　決 9/15 原案可決

９ 月 会 議 解 説
　令和 4 年 9 月会議は、8 月 25 日に再開され、会議期間は 9 月 15 日までの 22 日間の日程で開
催しました。町より提出された議案は、条例の一部改正 2 件、その他 2 件、補正予算 8 件、人事
案件 3 件でいずれも原案どおり可決・同意し、報告 2 件を受けました。
　議会関係では、陳情 1 件を審査のうえ不採択とし、発議 1 件を否決しました。
　また、令和 3 年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算・令和 3 年度軽井沢町各
会計歳入歳出決算及び令和 3 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算につい
ては、意見を付して原案どおり可決及び認定しました。
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○条例の一部改正
　・軽井沢町職員の育児休業等に関する条例

　令和 3 年 8 月 10 日に人事院が公表した国家公務員に係る妊娠・出産・育児等と仕事の両
立支援のために講ずる措置のうち、育児休業の取得回数制限の緩和等に係る事項が令和 4 年
10 月 1 日から施行されることに伴い、国家公務員との権衡を踏まえ、育児休業の取得回数
制限の緩和等に係る規定の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

・軽井沢町議会議員及び軽井沢町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
　　公職選挙法施行令の一部を改正する政令により公職選挙法施行令の一部が改正され、最

近における物価の変動等に鑑み、選挙運動用自動車の使用等の公営に要する経費に係る限
度額が引き上げられたことに伴い、町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負
担の限度額について、国の選挙運動用自動車の使用等の公営に準じて改正するものです。

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 3 号）】
　　14 億 9,886 万 5,000 円追加　　　総額 175 憶 6,620 万円

歳入　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 4,945 万 1,000 円の増、企業版ふ
るさと応援寄附金 4,524 万 9,000 円の増、他

歳出　エネルギー価格高騰対策生活応援経費 2 億 1,829 万円の増、肥料・飼料価格高騰対策
農業者支援経費 2,552 万 3,000 円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 2 号）】
　　2,749 万 9,000 円追加　　　総額 26 億 8,014 万 7,000 円

歳入　令和 3 年度決算に伴う繰越金 4,374 万 3,000 円の増、療養給付費等返還金 1,159 万 1,000
円の増　他

歳出　国民健康保険財政調整基金積立金 4,500 万円の増、償還経費 1,559 万 9,000 円の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第 1 号）】
　　1,577 万 1,000 円追加　　　総額 1 億 784 万 5,000 円

歳入　令和 2 年度決算に伴う繰越金 1,568 万 7,000 円の増、器物損壊補修返済金 8 万 4,000
円の増

歳出　駐車場整備基金元金分積立金 1,500 万円の増、予備費 82 万 1,000 円の増　他

　【介護保険特別会計補正予算（第 1 号）】
　　7,390 万 5,000 円追加　　　総額 19 億 3,919 万 9,000 円

歳入　令和 3 年度決算に伴う繰越金 1 億 1,994 万 7,000 円の増、介護給付費負担金過年度分
368 万 4,000 円の増　他

歳出　保険料還付経費 197 万 6,000 円の増、償還金 2,061 万 2,000 円の増　他

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）】
　　781 万 3,000 円追加　　　総額 3 億 6,937 万 1,000 円

歳入　令和 3 年度決算に伴う繰越金 732 万 3,000 円の増、特別徴収保険料 270 万 1,000 円の
増　他　

歳出　後期高齢者医療広域連合納付経費 621 万 6,000 円の増　保険料還付金 53 万 9,000 円の
増　他
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　【水道事業会計補正予算（第 1 号）】
　　収益的支出　水道事業費用営業費用 1,550 万円の増　

　【下水道事業会計補正予算（第 1 号）】
　　収益的支出　公共下水道事業費用 980 万円の増、農業集落排水事業費用 20 万円の増
　　特例的収入及び支出　未収入金 1,601 万円 1,000 円の増、未払金 2,972 万 9,000 円の減

　【一般会計補正予算（第 4 号）】
　　4,000 万円追加　　　総額 176 憶 620 万円

歳入　財政調整基金 4,000 万円の増
歳出　G7 外相会合事業経費 1,000 万円の増、軽井沢駅ペデストリアンデッキ清掃委託 2,500

万円の増　他

○その他
　・第 6 次軽井沢町長期振興計画基本構想の策定について

　令和 5 年度から 14 年度までの 10 年間の基本構想となる「第 6 次軽井沢町長期振興計画
基本構想」について原案のとおり可決しました。

○人事案件
　・人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員に田村隆平氏を推薦することを適任と認めました。
任期は法務大臣より委嘱の日から 3 年間です。

　・教育長の任命について
　　教育長に荻原確也氏を任命することに同意しました。
　　任期は令和 4 年 10 月 1 日から令和 7 年 9 月 30 日までの 3 年間です。
　・教育委員会委員の任命について

教育委員会委員に本城慎之介氏を任命することに同意しました。
令和 4 年 10 月 1 日から令和 8 年 9 月 30 日までの 4 年間です。

○陳情

○議会関係
　・安倍晋三元首相の国葬中止を求める意見書

　安倍晋三元首相の国葬の中止を求める意見書の提出について発議がされましたが、否決さ
れました。

陳情件名 陳情者 審査結果

沖縄を「捨て石」にしない
安全保障政策を求める意見
書の提出を求める陳情

新潟県新潟市江南区酒屋町 308-2
辺野古を止める！全国基地引き
取り緊急連絡会　
代表者　福本圭介

不採択
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令和４年９月１5 日

　　　軽井沢町議会議長
　　　　　土　屋　好　生　 殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　押　金　洋　仁　

予算決算常任委員会決算審査報告書
　本委員会に付託された下記の案件は、９月８日・９日・12 日・13 日の４日間にわたり委員会
を開催して審査が終了したので、会議規則第 77 条の規定により報告します。

記

議案第42号　　 令和３年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

認定第１号　　 令和３年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

　認定第２号　　 令和３年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認定
について
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基　本　方　針

　本委員会は、付託された議案を審査するにあたり、議決された予算が適正に執行されているか
を審査する。
　あわせて、執行された予算についての行政効果の達成度、また財源の確保等が行財政運営にい
かに活かされているかを総合的に判断し、今後の町政進展に役立たせる審査となることを基本方
針とする。

審　査　結　果

　議案第 42 号、認定第１号及び認定第２号を慎重に審査した結果、議案第 42 号の利益の処分に
ついて原案を可決し、決算認定に対し歳入歳出とも正確かつ議決した予算どおり執行されている
ので、下記の意見を付して認定すべきものとした。

意　　　　　見

　令和３年度においても、前年度から引き続き新型コロナウイルス感染症拡大が住民の暮らしや
地域経済に大きな影響を及ぼしたが、そうしたなかにおいて極めて健全な財政運営がなされたこ
とは、職員をはじめ当局の不断の努力によるものと評価したい。
　町が実施する事業等の情報公開・情報伝達は大変重要である。信大・東大連携寄附講座の委託
事業や庁舎改築周辺整備事業、ふるさと寄附金事業等、住民の関心の高い情報が十分に行き届い
ていない実情がある。町広報誌やホームページ、SNS 等を通じて、公開して差し支えないもの
は可能な限り公開し、コンテンツを充実させることを望む。加えて、区組織への依頼や、各種行
事の際に役場職員が直接出向き説明するなど、あらゆる手段を講じ情報を開示することで説明責
任を果たしていくことを求めたい。
　特に感染症の拡大や物価高騰対策に伴う国及び県による給付金事業は随時実施されているが、
対象基準に該当せず苦しい思いをしている町民や事業者は多数いる。町においては、独自財源を
使うなど幅広い生活支援のための施策を適宜行うとともに、各種支援給付金や補助事業について
徹底した情報の周知を行って頂きたい。
　イマージョン教育の導入から一定期間が経過したが、当初掲げた効果が得られているとは言い
難い状況である。事業の意図を、ALT の派遣元や任用した職員と十分に共有し、日常のなかに
英語がある環境を早期につくっていく必要がある。導入目的が学校現場においてどの程度達成さ
れているのか、状況を確認し必要に応じて修正を加えていくべきである。
　新型コロナウイルス感染症対策や今後に控えた大型事業に鑑み、全事業の見直しを丁寧に行い
経費の削減に努めるとともに、事業効果の検証及び実施方法に関する研究を重ね、効果が発揮さ
れない場合には迅速に方向転換を行うなど、長期的な視点により将来を見据えた施策が実施され
ることを望む。
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令和３年度軽井沢町各会計歳入歳出決算及び
基金の運用状況に関する審査意見書の提出について

　地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 233 条第 2 項及び第 241 条第 5 項並びに地方公営企業
法（昭和 27 年法律第 292 号）第 30 条第 2 項の規定により審査に付された、令和 3 年度軽井沢町
一般会計、特別会計及び企業会計歳入歳出決算について、関係諸帳簿、預貯金証書、証拠書類並
びに基金運用状況を審査したので、その結果について次のとおり意見書を提出する。

第１　審査の概要
　１　審査の対象
　　⑴　令和 3 年度軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　⑵　令和 3 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　⑶　令和 3 年度軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　⑷　令和 3 年度軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　⑸　令和 3 年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　⑹　令和 3 年度軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　⑺　令和 3 年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　　⑻　令和 3 年度軽井沢町水道事業会計歳入歳出決算
　　⑼　令和 3 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算
　　⑽　令和 3 年度基金の運用状況

　２　審査の期間
　　　令和４年７月 14 日、15 日、19 日、26 日及び８月２日（５日間）

　３　審査の方法
　この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事
項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書並びに各基金の運用状況を明らか
にする書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財産の管理は適正か、また、
予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿の照合検査を行い、
例月出納検査の結果を参考にして、各課等に提出を求めた決算審査資料に基づき、関係職員
からの説明を聴取、計数の正確性、予算の執行の適否等について審査を行った。

第２　審査の結果
　1　 審査の総括的意見

　審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び各種書類は、いずれも関係法令に準拠し調製
され、決算額その他の計数は関係諸帳簿及び証拠書類と符合し、各会計とも適正に処理され
ており誤りのないものと認めた。
　また、基金運用状況については、計数は正確であり、各条例の設置の目的に従って適正に
運用されているものと認めた。

（注）金額（万円）については、単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合がある。
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　2　一般会計及び特別会計の決算状況
　　⑴　決算収支

　当年度の一般会計及び特別会計の決算状況は、次表のとおり。

（単位：円）

　一般会計と特別会計を合わせた総決算額について、歳入の決算額は 235 億 2,496 万円（前
年度 248 億 1,771 万円）で前年度と比較して 12 億 9,275 万円減少、また、歳出の決算額は
217 億 1,150 万円（前年度 232 億 2,853 万円）で前年度と比較して 15 億 1,703 万円減少となった。
歳入歳出差引額（形式収支額）は、18 億 1,346 万円（前年度 15 億 8,918 万円）で前年度と
比較して 2 億 2,428 万円増加した。翌年度への実質繰越額（実質収支額）は、翌年度へ繰り
越すべき財源 1 億 8,194 万円（前年度 1 億 5,721 万円）を引いた 15 億 7,784 万円（前年度 14
億 3,197 万円）で前年度と比較して 1 億 4,587 万円増加した。

　3　審査の個別的意見
　　⑴　軽井沢町一般会計

（単位 : 円）

①　総　　括
　令和 3 年度一般会計の歳入決算額は、177 億 9,243 万円で前年度と比較して 14 億 8,026 万
円減少した。歳出決算額は、162 億 3,656 万円で前年度と比較して 17 億 3,812 万円減少した。
歳入歳出差引額（形式収支額）は、15億5,587万円で前年度と比較して2億5,786万円増加した。

一般会計及び特別会計決算収支状況
区　分

会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
（形式収支額）

一 般 会 計 17,792,434,971 16,236,560,151 1,555,874,820

特 別 会 計 5,732,522,584 5,474,939,082 257,583,502

国民健康保険事業勘定 2,674,886,416 2,626,143,240 48,743,176

駐 車 場 114,717,273 97,029,836 17,687,437

公 共 下 水 道 事 業 648,453,975 614,586,655 33,867,320

農 業 集 落 排 水 事 業 80,453,965 60,638,920 19,815,045

介 護 保 険 1,855,742,354 1,725,794,847 129,947,507

後 期 高 齢 者 医 療 358,268,601 350,745,584 7,523,017

合　　　　計 23,524,957,555 21,711,499,233 1,813,458,322

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 17,505,202,937 18,988,488,148 △7.8％

歳 入 決 算 額 17,792,434,971 19,272,688,663 △7.7％

歳 出 決 算 額 16,236,560,151 17,974,675,221 △9.7％

歳 入 歳 出 差 引 額 1,555,874,820 1,298,013,442 19.9％

翌年度へ繰り越すべき財源 181,935,000 140,912,937 29.1％

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 1,373,939,820 1,157,100,505 18.7％
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　翌年度への実質繰越額は、翌年度へ繰り越すべき財源（OA ソフト修正委託、しなの鉄道
車両更新負担金、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業、児童発達支援センター建設工事
設計委託、第 6 波対応事業者支援給付金、社会資本整備総合交付金道路舗装補修事業、追分
石小屋地区整備工事、古川都市下水路用地購入、東部小学校体育館他照明 LED 化工事、中
部小学校体育館他照明 LED 化工事で合計 1 億 8,194 万円）を差し引いた 13 億 7,394 万円で、
前年度と比較して 2 億 1,684 万円増加した。
　令和 3 年度の地方債借入額は 1 億円（前年度なし）、償還金（元金）は、3 億 9,656 万円で
年度末の地方債残高は、21 億 2,389 万円（前年度 24 億 2,046 万円）となった。
　町の収入の根幹である町税収入は、96 億 4,260 万円（前年度 92 億 4,127 万円）で一般会
計の歳入の約 54.2 パーセントで前年度より増加している。
　内閣府の月例経済報告（令和 4 年 7 月）によると、先行きについては、感染対策に万全を
期し、経済社会活動の正常化が進む中で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していく
ことが期待される。ただし、世界的に金融引締めが進む中での金融資本市場の変動や原材料
価格の上昇、供給面での制約等による下振れリスクに十分注意する必要があるとされている。
　当町では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた支援として、子育て世帯等臨時特
別給付金等のほかに、町独自の施策として前年度に引き続き軽井沢ファイト商品券の発行や、
中小企業者の事業活動に必要な資金のあっせんを行うための新型コロナウイルス感染症対策
緊急資金あっせん預託金、事業者を支援するための第 6 波対応事業者支援給付金事業を行っ
たことで、家計への支援、事業者の振興及び地域経済の活性化に寄与することができた。　
　今後の大きな事業として、庁舎改築周辺整備事業が本格化していく中で、新型コロナウイ
ルス感染症が地域経済に影響を与えることも想定しつつ、引き続き自主財源を含む財源の確
保と限られた財源の有効活用に努められたい。

② 　歳　　入
　令和 3 年度の自主財源は、143 億 680 万円で歳入全体に占める自主財源の構成比率は、
80.4 パーセント（前年度 75.2 パーセント）、依存財源は 34 億 8,563 万円で依存財源の財政全
体に占める構成比率は、19.6 パーセント（前年度 24.8 パーセント）となり、自主財源の構
成比率は、5.2 ポイント増加した。
　自主財源の大部分を占める町税は、総額 96 億 4,260 万円（前年度 92 億 4,127 万円）で前
年度と比較して 4 億 133 万円増加した。
　増加の主な要因は、固定資産税が 1 億 8,963 万円、個人町民税が 1 億 470 万円、法人町民
税が 7,036 万円増加したことによるものである。
　収納状況をみると、収納率は、現年度課税分 98.9 パーセント（前年度 98.2 パーセント）、
滞納繰越分 17.1 パーセント（前年度 14.8 パーセント）で合わせて 92.6 パーセント（前年度
91.7 パーセント）となり前年度と比較して 0.9 ポイント上回った。令和 3 年度のコンビニで
の収納は、42,364 件（前年度 41,397 件）で 7 億 9,883 万円（前年度 7 億 5,801 万円）、前年度
と比較して 4,082 万円増加した。
　長野県地方税滞納整理機構へは、年度当初に 2,860 万円（前年度当初 4,233 万円）を移管し、
町に 1,134 万円（前年度 3,376 万円）が納付されている。
　不納欠損額は、2,860 万円（前年度 3,732 万円）で前年度と比較して 872 万円減少した。
不納欠損処分の主な内訳は、滞納繰越分の固定資産税 1,858 万円、個人町民税 612 万円、都
市計画税 289 万円、軽自動車税 16 万円、法人町民税 8 万円である。
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　税収入未済額は、7 億 4,612 万円（前年度 8 億 381 万円）で、前年度と比較して 5,769 万
円減少した。これは主に固定資産税が 4,238 万円、町民税は 910 万円減少したためである。
　令和 3 年度は不能欠損額が昨年と比べて減少している。また、現年度課税分、滞納繰越分
の収入済額及び収入歩合も昨年度と比べて上昇しているが、引き続き未収金発生を未然に防
止することに努められたい。
　また、税負担の公平性を確保するために、今後も引き続き滞納者ごとの実態を的確に把握
し、効果的かつ効率的な滞納整理に努められたい。

③ 　歳　　出　
　令和 3 年度の主な事業は、総務費として、ふるさと寄附金受入事務委託 1 億 5,050 万円、
OA 機器・ソフトウェア保守委託 8,471 万円、町内循環バス運行委託 7,061 万円、信大・東
大連携協定事業地域課題研究寄附講座開設事業寄附金 5,000 万円。民生費として、児童手当
2 億 8,340 万円、障害福祉サービス費 2 億 6,350 万円、令和 3 年度子育て世帯等臨時特別給
付金給付 2 億 6,040 万円、南地区複合施設建設工事 2 億 2,642 万円、住民税非課税世帯等臨
時特別給付金給付 1 億 8,540 万円、後期高齢者療養給付費負担金 1 億 7,685 万円、施設型給
付費負担金 1 億 3,901 万円、町社会福祉協議会補助 6,389 万円、老人福祉施設措置費 5,136 万
円、児童医療費 5,043 万円、新型コロナウイルスワクチン接種委託 4,348 万円。衛生費とし
て、浅麓環境施設組合運営費分担金 1 億 6,722 万円、一般廃棄物収集運搬委託 1 億 3,250 万円、
佐久市・北佐久郡環境施設組合分担金 1 億 2,105 万円、合併処理浄化槽設置補助 1 億 755 万
円、可燃ごみ・不燃物処理及び運搬業務委託 1 億 664 万円、佐久市道南北線負担金 8,184 万
円、ごみ指定袋作成委託 4,192 万円。農林水産業費として、農業農村基盤整備工事（用排水
路改修工事）3,461 万円、農業農村基盤整備工事（農道改良舗装工事）2,779 万円、発地市庭
指定管理料 2,400 万円、ツキノワグマ対策事業委託 1,587 万円。商工費として、新型コロナ
ウイルス感染症対策緊急資金あっせん預託金 2 億円、新型コロナウイルス感染症対策緊急資
金保証料補給 1 億 354 万円、ファイト商品券発行事業委託 1 億 284 万円、商工業振興資金あっ
せん預託金 1 億円、くつかけテラス指定管理料 5,360 万円、ウインターフェスティバル委託
1,692 万円、観光案内所管理運営委託 1,533 万円、観光振興センター指定管理料 1,459 万円。
土木費として、町道舗装改修工事 2 億 9,774 万円、風越公園アイスアリーナ外 6 施設指定管
理料 2 億 5,703 万円、湯川橋架替工事 1 億 5,942 万円、町道女街道線舗装補修工事 6,799 万円、
さわやかハット施設指定管理料 4,465 万円、離山公園落石防護柵設置工事 4,401 万円、道路
側溝他清掃委託 4,175 万円。消防費として、佐久広域連合消防費負担金 2 億 4,388 万円、消
防ポンプ車 2,475 万円。教育費として、ふるさと寄附金教育応援分補助 3 億 3,533 万円、旧
三笠ホテル建造物保存修理工事（第 1 期分）9,859 万円、公益財団法人軽井沢大賀ホール運
営費補助 8,673 万円、ICT 用機器借上料（小学校 3 校分）3,543 万円、学校給食業務委託（小
学校 3 校分）3,035 万円、ICT 用機器借上料（中学校分）2,561 万円。
　各特別会計等への繰出金は、軽井沢病院事業会計へ 6 億 9,500 万円（前年度 7 億 159 万円）、
軽井沢町公共下水道事業特別会計へ 2 億 6,600 万円（前年度 2 億 6,600 万円）、軽井沢町国民
健康保険事業勘定特別会計へ 1 億 9,596 万円（前年度 1 億 8,511 万円）、軽井沢町介護保険特
別会計へ 2 億 7,540 万円（前年度 2 億 5,872 万円）、軽井沢町後期高齢者医療特別会計へ 7,026
万円（前年度 6,583 万円）及び軽井沢町農業集落排水事業特別会計へ 6,620 万円（前年度 4,650
万円）合計 15 億 6,882 万円（前年度 15 億 2,375 万円）で前年度と比較して 4,507 万円増加した。
　公債費は、4 億 1,925 万円（前年度 5 億 6,964 万円）で前年度より 1 億 5,039 万円減少した。
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区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 2,694,609,000 2,764,369,000 △2.5％

歳 入 決 算 額 2,674,886,416 2,578,073,723 3.8％

歳 出 決 算 額 2,626,143,240 2,533,599,705 3.7％

歳 入 歳 出 差 引 額 48,743,176 44,474,018 9.6％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 48,743,176 44,474,018 9.6％

　今後も民生費等への経費増加が予想されることに加え、新型コロナウイルス感染症への対
策や、庁舎改築周辺整備事業に係る経費も必要となるため、引き続き各事業の歳入確保に努
め、より適正な歳出予算の執行管理に努められたい。

⑵　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
（単位 : 円）

　
　国民健康保険の被保険者は、人口 2 万 1,301 人（令和 3 年度末現在）のうち 5,797 人で、
加入率は、27.2 パーセント（前年度 28.3 パーセント）と 0.9 ポイント減少した。加入者は、
一般被保険者 5,797 人、退職被保険者 0 人、加入世帯数は 3,694 件である。
　歳入の決算額は、26 億 7,489 万円（前年度 25 億 7,807 万円）で前年度と比較して 9,682 万
円増加した。これは主に県支出金が 6,288 万円、繰越金が 3,282 万円増加したためである。
　国民健康保険税の収入済額は 6 億 3,024 万円（前年度 6 億 2,742 万円）、不納欠損額は 636
万円（前年度 773 万円）、収入未済額は 2 億 232 万円（前年度 2 億 569 万円）である。
　収納率は、現年度課税分が 94.1 パーセント（前年度 93.9 パーセント）で前年度と比較し
て 0.2 ポイント上回った。滞納繰越分は、16.0 パーセント（前年度 18.9 パーセント）で前年
度と比較して2.9ポイント下回った。合計の収納率は75.3パーセント（前年度74.6パーセント）
で前年度と比較して 0.7 ポイント上回る結果となった。
　令和 3 年度は前年度に比べて収納率が上昇しているが、引き続き収納率の更なる向上に努
められたい。
　歳出の決算額は、26 億 2,614 万円（前年度 25 億 3,360 万円）で前年度と比較して 9,254 万
円増加した。これは主に諸支出金が 3,383 万円減少したが、保険給付費が 1 億 507 万円、高
額療養費が 2,095 万円増加したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、4,874 万円（前年度 4,447 万円）
となっている。
　令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、健診業務を中止せざるを得ない期
間があったため、特定健診の受診率が減少したが、令和 3 年度の受診率はコロナ禍以前の状
況まで回復している。今後についても対象者への特定健診の受診を促し、受診率をさらに引
き上げるよう努められたい。
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区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 109,268,000 81,484,000 34.1％

歳 入 決 算 額 114,717,273 86,766,129 32.2％

歳 出 決 算 額 97,029,836 70,154,288 38.3％

歳 入 歳 出 差 引 額 17,687,437 16,611,841 6.5％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 17,687,437 16,611,841 6.5％

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 822,933,000 685,032,000 20.1％

歳 入 決 算 額 648,453,975 701,105,616 △7.5％

歳 出 決 算 額 614,586,655 614,784,346 △0.1％

歳 入 歳 出 差 引 額 33,867,320 86,321,270 △60.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 16,300,000 皆減

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 0 70,021,270 皆減

⑶　軽井沢町駐車場特別会計
 （単位 : 円）

　歳入の決算額は、1億1,472万円（前年度8,677万円）で前年度と比較して2,795万円増加した。
令和 3 年度の利用台数は、前年度と比較して 4 万 2,820 台増加し、30 万 4,101 台となった。
　また、歳出の決算額は、9,703 万円（前年度 7,015 万円）で前年度と比較して 2,688 万円増
加した。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 1,769 万円（前年度 1,661 万円）
となっている。
　前年度と比較して利用台数及び駐車場利用料金の収入が増加している状況である。
　令和 3 年度に行った信濃追分駅前駐車場拡張工事により利用者の利便性が向上した。今後
も利便性の向上について検討されたい。

⑷　軽井沢町公共下水道事業特別会計
 （単位 : 円）

　公共下水道事業特別会計については、令和 4 年 4 月より地方公営企業会計法を全部適用し、
下水道事業に移行したことから、令和 4 年 3 月 31 日をもって打ち切り決算となっている。
これにより、出納整理期間が設けられることなく、打ち切り時点での未収金と未払金につい
ては、公営企業会計の開始貸借対照表に計上されており、前年度との比較ができない状況に
あるので、打ち切り決算時点での状況を記載した。
　特別会計での歳入の決算額は、6 億 4,845 万円で、主な収入は、下水道使用料現年度分 2
億 4,371 万円、一般会計繰入金で 2 億 6,600 万円となっている。
　歳出の決算額は、6 億 1,459 万円で、主な支出については、令和 2 年度からの繰越事業で
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区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 82,711,000 73,259,000 12.9％

歳 入 決 算 額 80,453,965 73,602,166 9.3％

歳 出 決 算 額 60,638,920 66,311,232 △8.6％

歳 入 歳 出 差 引 額 19,815,045 7,290,934 171.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 0 7,290,934 皆減

ある社会資本整備総合交付金ストックマネジメント事業関係（ストックマネジメント計画策
定業務委託、管渠テレビカメラ調査委託）で 2,596 万円、農業集落排水事業発地地区の公共
下水道事業への接続のための管渠工事費 7,644 万円、起債償還金・元金及び利子として 2 億
2,087 万円となっている。
　このような状況により、令和 4 年 3 月 31 日の打ち切り決算時の歳入歳出差引額は 3,387
万円については、地方公営企業会計の下水道事業へ引き継ぎ現金として処理された。
　公共下水道事業特別会計については、令和 4 年度より地方公営企業会計に移行したが、今
後も経営基盤の強化や財政マネジメントの向上等に的確に取り組むとともに、老朽化が進行
する施設の適正な維持管理と経費の節減に努め健全な経営を図られたい。

⑸　軽井沢町農業集落排水事業特別会計
（単位 : 円）

　　　

　農業集落排水事業特別会計についても、公共下水道事業特別会計とともに令和 4 年 4 月よ
り地方公営企業会計法の全部を適用し、下水道事業に移行したことから、令和 4 年 3 月 31
日をもって打ち切り決算となっている。そのようなことから、当該会計についても前年度と
の比較ができない状況にあるので、打ち切り決算時点での状況を記載した。
　特別会計での歳入の決算額は、8,045 万円、主な収入については、農林水産業費使用料現
年度分 622 万円と一般会計からの繰入金 6,620 万円となっている。
　歳出の決算額は、6,064 万円で、主な支出については、起債償還金・元金及び利子として 3,932
万円とその他は、施設の維持管理費関係となっている。
　このような状況により、令和 4 年 3 月 31 日の打ち切り決算時の歳入歳出差引額は 1,982
万円については、地方公営企業会計の下水道事業へ引き継ぎ現金として処理された。
　農業集落排水事業特別会計についても、令和 4 年度より地方公営企業会計に引き継がれる
こととなるが、今後も適正な施設の維持管理と経費の節減に努め健全な経営を図られたい。
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区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 1,840,751,000 1,705,949,000 7.9％

歳 入 決 算 額 1,855,742,354 1,743,679,635 6.4％

歳 出 決 算 額 1,725,794,847 1,612,630,933 7.0％

歳 入 歳 出 差 引 額 129,947,507 131,048,702 △0.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 129,947,507 131,048,702 △0.8％

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
予 算 現 額 354,316,000 339,096,000 4.5％

歳 入 決 算 額 358,268,601 342,051,171 4.7％

歳 出 決 算 額 350,745,584 336,626,522 4.2％

歳 入 歳 出 差 引 額 7,523,017 5,424,649 38.7％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌 年 度 へ の 実 質 繰 越 額 7,523,017 5,424,649 38.7％

⑹　軽井沢町介護保険特別会計
（単位 : 円）

　
　要支援・要介護の認定者数は、826 人（前年度 806 人）であった。
　また、介護サービス受給者数は 832 人（前年度 807 人）でその内訳は、居宅介護サービス
受給者 610 人、地域密着型サービス受給者 84 人、施設介護サービス受給者 138 人となって
いる。
　歳入の決算額は、18 億 5,574 万円（前年度 17 億 4,368 万円）で前年度と比較して 1 億 1,206
万円増加した。これは主に繰越金が 6,458 万円、支払基金交付金が 2,603 万円、国庫支出金
が 1,262 万円増加したためである。
　保険料の未収金は、1,446 万円（前年度 1,214 万円）で前年度と比較して 232 万円増加し
ている。
　歳出の決算額は、17 億 2,579 万円（前年度 16 億 1,263 万円）で前年度と比較して 1 億 1,316
万円増加した。これは主に保険給付費が 9,603 万円、諸支出金が 1,586 万円増加したためで
ある。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は1億2,995万円（前年度1億3,105
万円）となっている。
　今後も質の高いサービスが求められることから、安定したサービスの提供を継続するため
に、未収金の回収と高齢者福祉の更なる推進を図られたい。

⑺　軽井沢町後期高齢者医療特別会計
（単位 : 円）

ー 31 ー



区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
水 道 事 業 収 益 725,746,780 657,632,917 10.4％

営 業 収 益 619,757,675 591,219,692 4.8％

営 業 外 収 益 67,829,018 66,413,225 2.1％

特 別 利 益 38,160,087 0 皆増

水 道 事 業 費 用 515,948,992 507,570,082 1.7％

営 業 費 用 496,813,944 487,752,166 1.9％

営 業 外 費 用 12,920,713 18,535,856 △30.3％

特 別 損 失 6,214,335 1,282,060 384.7％

予 備 費 0 0 －

損 益 収 支 残 高 209,797,788 150,062,835 39.8％

　医療給付費の給付件数は、85,185 件（前年度 81,785 件）で前年度と比較して 3,400 件増加
した。費用額は、26 億 1,632 万円（前年度 24 億 6,131 万円）で前年度と比較して 1 億 5,501
万円増加した。1 人当たりの医療費は、3.7 パーセント増加して 77 万円であった。
　歳入の決算額は、3 億 5,827 万円（前年度 3 億 4,205 万円）で前年度と比較して 1,622 万円
増加した。これは主に後期高齢者医療保険料が 721 万円、諸収入が 726 万円増加したためで
ある。
　歳出の決算額は、3 億 5,075 万円（前年度 3 億 3,663 万円）で前年度と比較して 1,412 万
円増加した。これは主に諸支出金が 57 万円減少したが、後期高齢者医療広域連合納付金が
454 万円、保健事業費が 1,018 万円増加したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 752 万円（前年度 542 万円）
となっている。
　保険料の未収金は、418 万円（前年度 517 万円）で前年度と比較して 99 万円減少した。
　前年度と比べ保険料の未収金は減少したが、引き続き被保険者に対し制度の趣旨及び内容
等について十分な説明を行い、未収金の回収に力を入れ、より健全な運営が図られるよう財
源の確保及び被保険者間の負担の公平性の確保に努められたい。

⑻　軽井沢町水道事業会計
（税抜き、単位 : 円）

　
　令和 3 年度末の年間配水量は、474 万 8,844 立方メートルで、前年度と比較して 15 万 9,547
立方メートル増加し、有収水量は 347 万 5,842 立方メートルとなった。
　水道事業収益の決算額は、7 億 2,575 万円（前年度 6 億 5,763 万円）で前年度と比較して 6,812
万円増加した。そのうち営業収益は、6 億 1,976 万円（前年度 5 億 9,122 万円）で前年度と
比較して 2,854 万円増加している。
　水道事業費用の決算額は、5 億 1,595 万円（前年度 5 億 757 万円）で前年度と比較して
838 万円増加した。そのうち、営業費用は 4 億 9,681 万円（前年度 4 億 8,775 万円）で前年
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度と比較して 906 万円増加した。このため、経常利益は、1 億 7,785 万円（前年度 1 億 5,134
万円）と前年度と比較して 2,651 万円増加した。
　特別利益と特別損失を加味した当年度の純利益は、2 億 980 万円（前年度 1 億 5,006 万円）
と前年度と比較して 5,974 万円増加した。
　その他未処分利益剰余金を加えた、当年度未処分利益剰余金は 2 億 9,754 万円（前年度 3
億 5,700 万円）で前年度と比較して 5,946 万円減少した。
　令和 3 年度の主な建設改良工事等は、町道万平線配水管布設替工事 3,179 万円、釜ヶ渕橋
水管橋架替工事 2,294 万円、国道 18 号バイパス配水管布設替 4 工区工事 1,536 万円など老朽
管の布設替え工事を実施し、水道水の安定供給が図られた。
　今後においても施設の維持管理、長寿命化、水道施設及び管路の更新・改良等を計画的に
行い、引き続き軽井沢の良質で安全な水を安定的に供給するため、効率的かつ健全な事業運
営を行うよう努められたい。

⑼　軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
（税抜き、単位 : 円）

　入院及び外来の患者数は、入院が 2 万 5,196 人で前年度より 1,624 人増加、外来が 6 万 2,507
人で前年度より 4,198 人増加した。入院の 1 日平均患者数は 69.0 人で前年度より 4.4 人増加、
外来の 1 日平均患者数は 259.4 人で前年度より 19.4 人増加した。
　病床利用率は 71.2 パーセントで前年度より 4.6 ポイント上回った。
　職員数は、令和 4 年 3 月 31 日現在 126 名で前年度と比較して 3 人増加した。内訳は、医
師 12 名、看護師等 60 名、医療技術員 34 名、事務員 8 名、その他職員 12 名となっている。
　入院患者1人当たり1日の診療収入は3万5,938円で前年度と比較して651円増加しており、
外来診療収入は患者 1 人当たり 10,437 円で前年度と比較して 559 円増加した。

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度 増減率
病 院 事 業 収 益 2,431,116,441 2,172,649,178 11.9％

医 業 収 益 1,667,247,226 1,488,622,322 12.0％

医 業 外 収 益 753,358,022 680,059,046 10.8％

訪 問 看 護 収 益 10,366,697 － 皆増

特 別 利 益 144,496 3,967,810 △96.4％

病 院 事 業 費 用 2,505,561,235 2,394,655,742 4.6％

医 業 費 用 2,355,977,520 2,255,690,062 4.4％

医 業 外 費 用 122,768,311 134,003,030 △8.4％

訪 問 看 護 事 業 費 用 26,670,908 － 皆増

特 別 損 失 144,496 4,962,650 △97.1％

損 益 収 支 残 高 △74,444,794 △222,006,564 －
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　総事業収益は、24 億 3,112 万円で前年度と比較して 2 億 5,847 万円増加、総事業費用は、
25 億 556 万円で前年度と比較して 1 億 1,090 万円増加したことにより、当年度純損失が 7,444
万円となり、単年度赤字となった。
　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、前年度に続き厳しい経営状況となった。全国的
に医師不足が深刻な状況であり、長時間労働も問題となっている。引き続き医師の確保に努
めるとともに、今後も安全で質の高い医療を継続的に提供し、効率的かつ健全な病院運営に
取り組まれたい。

⑽　基金の運用状況
　基金の設置数は 16 基金（前年度 15 基金）で年度末合計金額は、112 億 5,918 万円（前年
度 92 億 4,138 万円）で前年度と比較して 20 億 1,780 万円増加した。積立額は元金が 31 億 4,504
万円（前年度 22 億 2,842 万円）、利子が 433 万円（前年度 851 万円）であった。取崩額は、
11 億 3,157 万円（前年度 25 億 4,698 万円）で前年度と比較して 14 億 1,541 万円減少した。
　一般会計の基金の運用状況については、積立額は、各基金の元金及び利子分を含めて 31
億 1,189 万円（前年度 22 億 992 万円）で前年度と比較して 9 億 197 万円増加した。基金ご
との積立額（元金）の内訳は、さわやか軽井沢ふるさと基金へ 12 億 6,303 万円、財政調整
基金へ 7 億 7,500 万円、庁舎改築周辺整備基金へ 6 億 7,000 万円、下水道建設工事基金へ 2
億 2,800 万円、町民福祉施設建設基金へ 1 億 30 万円、減債基金へ 6,500 万円、森林環境整備
基金へ 571 万円、企業版さわやか応援基金へ 100 万円であった。基金ごとの取崩額をみると
さわやか軽井沢ふるさと基金が 3 億 5,614 万円、下水道建設工事基金が 3 億 5,400 万円、財
政調整基金が 3 億 3,000 万円、減債基金が 8,700 万円、農業振興基金が 270 万円、森林環境
整備基金が 173 万円であった。
　国民健康保険事業勘定特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 3 年度中の積立額
は、2,003 万円（前年度 608 万円）で前年度と比較して 1,395 万円増加、取崩額は 1,000 円で、
令和 3 年度末現在高は前年度より 2,003 万円増加して、9,040 万円となっている。
　介護保険特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 3 年度中の積立額は、11 万円（前
年度 16 万円）で前年度と比較して 5 万円減少した。取崩しはなかったため、令和 3 年度末
現在高は前年度より 11 万円増加して、2 億 7,047 万円となっている。
　駐車場特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 3 年度中の積立額は、1,734 万円（前
年度 2,077 万円）で前年度と比較して 343 万円減少し、取崩しはなかった。
　基金については安全かつ効果的な管理及び計画的な運用を図られたい。
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基金の運用状況一覧表
（単位：円）

基　金　名 前年度末
現在高

令和 3 年度中の積立額 令和 3 年度中
取崩額

令和 3 年度末
現在高元　金 利　子

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

財 政 調 整 基 金 4,887,920,852 775,000,000 2,075,689 330,000,000 5,334,996,541

減 債 基 金 89,692,281 65,000,000 44,758 87,000,000 67,737,039

義 務 教 育 管
理 振 興 基 金 95,980,959 0 45,111 0 96,026,070

農 業 振 興 基 金 39,683,313 0 23,642 2,700,000 37,006,955

町 民 福 祉 施
設 建 設 基 金 284,895,552 100,300,000 147,133 0 385,342,685

下 水 道 建 設
工 事 基 金 533,796,316 228,000,000 254,411 354,000,000 408,050,727

土 地 開 発 基 金 178,062,681 0 91,750 0 178,154,431

芸 術 · 文 化
振 興 基 金 188,854,247 0 88,761 0 188,943,008

さわやか軽井沢
ふ る さ と 基 金 380,499,355 1,263,033,000 223,133 356,143,000 1,287,612,488

企 業 版 さ わ や
か 応 援 基 金 0 1,000,000 0 0 1,000,000

森 林 環 境
整 備 基 金 6,582,045 5,705,000 75 1,727,000 10,560,120

庁 舎 改 築 周
辺 整 備 基 金 1,504,001,235 670,000,000 859,700 0 2,174,860,935

収 入 印 紙 等
購 買 基 金 3,000,000 0 0 0 3,000,000

小 　 　 　 計 8,192,968,836 3,108,038,000 3,854,163 1,131,570,000 10,173,290,999

国 保
会 計

国 民 健 康 保 険 事
業 財 政 調 整 基 金 70,367,718 20,000,000 28,673 1,000 90,395,391

介 護
会 計 介 護 保 険 基 金 270,361,843 0 108,811 0 270,470,654

駐車場
会 計 駐車場整備基金 707,685,000 17,000,000 336,892 0 725,021,892

合　　　計 9,241,383,397 3,145,038,000 4,328,539 1,131,571,000 11,259,178,936

令和 4 年８月 10 日
軽井沢町長　藤　巻　　進　殿
     　　　　　　　監査委員　　依　田　　　功
     　　　　　　　監査委員　　市　村　　　守
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令和３年度軽井沢町財政健全化及び
公営企業会計経営健全化審査意見書の提出について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第 3 条第 1 項及び第 22
条第 1 項の規定により審査に付された、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率（以下「健全化判断比率」という。）及び公営企業会計の資金不足比率並びにそれぞ
れの算定の基礎となる事項を記載した書類について審査したので、その結果について次のとおり
意見書を提出する。

第 1　審査の概要
　1　審査の対象

⑴　令和 3 年度健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
⑵　令和 3 年度軽井沢町水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類
⑶　令和 3 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の資金不足比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類
⑷　令和 3 年度軽井沢町公共下水道事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類
⑸　令和 3 年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類
　
　2　審査の期間
　　　令和 4 年 7 月 14 日、15 日、19 日、26 日及び 8 月 2 日（5 日間）

　3　審査の方法
　健全化判断比率及び資金不足比率（以下「財政指標」という。）並びにその算定の基礎と
なる事項を記載した書類について、法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか、法
令等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか、財政指標の算定の基礎
となった書類等が適正に作成されているか、客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標の
算定を行う場合において、公正な判断が行われているかに主眼をおき、関係職員からの説明
を聴取して審査を行った。

第 2　審査の結果
　1　審査の総括的意見

　審査に付された財政指標及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正
に作成されているものと認めた。

　2　審査の個別的意見
　　⑴　令和 3 年度健全化判断比率について
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健全化判断比率 令和３年度 早期健全化基準 財政再生基準
① 実質赤字比率 － 13.46 20.00

② 連結実質赤字比率 － 18.46 30.00

③ 実質公債費比率 1.5 25.0 35.0

④ 将来負担比率 － 350.0

①　実質赤字比率　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率である
が、令和 3 年度の実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な
状態にあると認められる。

②　連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率である
が、令和 3 年度の連結実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良
好な状態にあると認められる。

③　実質公債費比率　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利　償還金の標準財政規
模に対する比率であるが、令和 3 年度の実質公債費比率は 1.5 パーセント（前年度 1.5
パーセント）となっており、早期健全化基準の 25.0 パーセントと比較するとこれを下
回っており、良好な状態にあると認められる。

④　将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
であるが、令和 3 年度の将来負担比率は前年度に引き続き将来負担額を充当可能財源
等が上回るため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

　
⑵　令和 3 年度軽井沢町水道事業会計、軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計、軽井

沢町公共下水道事業特別会計、軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率に
ついて

　資金不足比率とは、資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）が営業収益等に
占める割合であり、令和 3 年度の各公営企業会計の資金不足比率は、前年度に引き続きそれ
ぞれ資金不足を生じていないため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

3　是正改善を要する事項
　　　特に指摘すべき事項はない。

健全化判断比率の状況  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）　　

公営企業会計資金不足比率の状況    　  　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）　　
公営企業会計 令和３年度 経営健全化基準

軽井沢町水道事業会計 －

20
軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計 －

軽井沢町公共下水道事業特別会計 －

軽井沢町農業集落排水事業特別会計 －
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令和 3 年度　町 の 歳 入 歳 出 決 算 状 況
主　な　事　業

令和３年度　町 税 収 入 状 況

令和３年度　特別会計及び企業会計決算額

○ 道 路 ・ 河 川 整 備 事 業 6億2,919万円 ○ 新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億3,061万円
○ ごみ 処 理 施 設 負 担 金 事 業 3億  350万円 ○ 児 童 福 祉 施 設 整 備 事 業 2億7,487万円
○ 下水道建設工事繰出金事業 3億3,220万円 ○ 新型コロナウイルス感染症対策支援事業 1億5,957万円
○じ ん 芥 収 集・処 理 事 業 2億9,274万円 ○ 商 工 振 興 事 業 4億2,887万円
○ 交 通 安 全 対 策 事 業 1億2,950万円 ○ 農 林 業 基 盤 整 備 事 業 2億  844万円
○ 橋 梁 維 持 管 理 事 業 2億2,954万円 ○ 観 光 振 興・観 光 宣 伝 事 業 9,739万円
○ 公 園 整 備 事 業 8,103万円 ○ 鳥 獣 対 策 事 業 4,624万円
○ 合併処理浄化槽設置整備事業 1億  755万円 ○ 小 中 学 校 管 理 事 業 3億  263万円
○ 軽井沢病院事業会計繰出金事業 6億9,500万円 ○ 重 要 文 化 財 保 護 整 備 事 業 1億6,825万円
○ 老人福祉事業、老人医療給付事業 6億5,620万円 ○ 小 中 学 校 教 育 振 興 事 業 1億3,900万円
○ 障 害・社 会 福 祉 一 般 事 業 4億6,856万円 ○ 大 賀ホール運 営 補 助 事 業 8,673万円
○ 社 会 福 祉 施 設 運 営 事 業 2億  317万円 ○ 保 健 体 育 事 業 3,869万円
○ 健 康 づ くり 推 進 事 業 1億8,171万円 ○ 公 民 館 運 営 事 業 5,189万円
○ 心身障がい者（児）・就学前児童等医療費給付事業 1億  308万円

科　　　目 調　　定　　額 収　入　済　額 収入割合（％）
町 民 税 23 億 6,919 万円 21 億 6,506 万円 91.38
固 定 資 産 税 67 億 6,799 万円 62 億 8,390 万円 92.85
軽 自 動 車 税 7,840 万円 6,972 万円 88.92
市 町 村 た ば こ 税 １億 5,481 万円 １億 5,481 万円 100.00
入 湯 税 1 億　552 万円 1 億　523 万円 99.72
都 市 計 画 税 9 億 3,932 万円 8 億 6,388 万円 91.97
合 計 104 億 1,523 万円 96 億 4,260 万円 92.58

会　計　別 歳　　　　　入 歳　　　　　出 差　　　引
国 民 健 康 保 険 26 億 7,488 万円 26 億 2,614 万円 4,874 万円
駐 車 場 1 億 1,472 万円 9,703 万円 1,769 万円
公 共 下 水 道 6 億 4,845 万円 6 億 1,459 万円 3,386 万円
農 業 集 落 排 水 8,045 万円 6,064 万円 1,981 万円
介 護 保 険 18 億 5,574 万円 17 億 2,579 万円 1 億 2,995 万円
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 5,827 万円 3 億 5,075 万円 752 万円
水 道 7 億 8,854 万円 5 億 6,384 万円 △ 2 億 2,470 万円
軽 井 沢 病 院 24 億 4,841 万円 25 億 9,803 万円 △ 1 億 4,962 万円

※公共下水道事業・農業集落排水事業特別会計は、令和 4 年 4 月 1 日から地方公営企業会計へ
移行したため、打ち切り決算の額を記載。
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歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 令和3年度
決 算 額

令和2年度
決 算 額 増　減 款　　　　別 令和3年度

決 算 額
令和2年度
決 算 額 増　減

町 税 964,260 924,127 40,133 議 会 費 12,915 13,261 △ 346

地 方 譲 与 税 10,942 10,796 146 総 務 費 499,022 666,539 △ 167,517

利 子 割 交 付 金 321 369 △ 48 民 生 費 422,202 337,725 84,477

配 当 割 交 付 金 2,503 1,644 859 衛 生 費 133,938 131,035 2,903

株式等譲渡所得割
交 付 金 2,702 1,991 711 労 働 費 78 77 1

法 人 事 業 税
交 付 金 5,584 2,893 2,691 農 林 水 産 業 費 35,694 35,598 96

地 方 消 費 税
交 付 金 52,315 48,021 4,294 商 工 費 81,870 119,167 △ 37,297

ゴルフ場利用税
交 付 金 9,326 6,901 2,425 土 木 費 207,173 216,082 △ 8,909

環 境 性 能 割
交 付 金 769 708 61 消 防 費 32,174 32,509 △ 335

地方特例交付金 20,301 1,812 18,489 教 育 費 156,465 157,375 △ 910

地 方 交 付 税 1,947 4,819 △ 2,872 災 害 復 旧 費 200 31,135 △ 30,935

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 336 353 △ 17 公 債 費 41,925 56,964 △ 15,039

分 担 金 及
び 負 担 金 4,245 4,540 △ 295 予 備 費 0 0 0

使 用 料 及
び 手 数 料 23,960 23,348 612

国 庫 支 出 金 166,458 330,953 △164,495

県 支 出 金 65,060 63,479 1,581

財 産 収 入 3,314 6,323 △ 3,009

寄 附 金 145,587 37,946 107,641

繰 入 金 113,157 254,635 △141,478 　

繰 越 金 129,801 158,361 △28,560 　

諸 収 入 46,355 43,250 3,105 　

町 債 10,000 0 10,000 　

合　　　計 1,779,243 1,927,269 △148,026 合　　　計 1,623,656 1,797,467 △173,811

令和３年度　一　般 会 計 決 算 額

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これに
よらないものもあります。

（単位：万円）
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会 10 月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

10月31日 月 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

10 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第44号 令和４年度軽井沢町一般会計補正予算（第５号） 即　決 10/31 原案可決

　令和 4 年 10 月第 1 回会議は会議期間 1 日の日程で開催し、提出された議案は、補正予算 1 件
で原案どおり可決しました。

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 5 号）】
　　2 億 2,066 万円 1,000 円 追加　　　総額 178 億 2,686 万 1,000 円

歳入　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 3,451 万 1,000 円の増、電力・ガス・
食料品等価格高騰緊急支援事業費補助 1 億 6,225 万円の増　他

歳出　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付 1 億 5,500 万円の増、長野県生活
困窮世帯緊急支援給付金給付 2,100 万円の増　他
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会 11 月第１回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

11月 4日 金 本会議 会議期間の決定、議案の上程、表決 午前 10 時

11 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件

　令和 4 年 11 月第 1 回会議は会議期間 1 日の日程で開催し、議員辞職の許可、佐久市・軽井沢
町清掃施設組合議会議員の選挙、常任委員会及び特別委員会における委員長の選任、常任委員会
及び特別委員会における委員の補充選任、町審議会等委員の選任が行われました。

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

押金洋仁議員の議員辞職について 即　決 11/4 許　可

議会運営委員会委員の補充選任について 11/4 選　任

広報広聴常任委員会委員の補充選任について 11/4 選　任

議会活性化特別委員会委員の補充選任について 11/4 選　任

予算決算常任委員会委員長の選任について 11/4 選　任

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会委員長の選任に
ついて 11/4 選　任

選　挙
第１号 佐久市・軽井沢町清掃施設組合議会議員の選挙 即　決 11/4 指名推選

軽井沢町消防委員会委員の推薦について 11/4 選　任

軽井沢町自然保護審議会委員の推薦について 11/4 選　任

軽井沢町庁舎改築周辺整備事業検討委員会委員の推薦に
ついて 11/4 選　任
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○押金洋仁議員の議員辞職について
　押金洋仁議員の議員辞職について許可されました。

○議会運営委員会委員の補充選任について
　軽井沢町議会委員会条例第7条第4項の規定に基づき、議長の指名により佐藤幹夫議員を選
任しました。

○広報広聴常任委員会委員の補充選任について
　軽井沢町議会委員会条例第7条第4項の規定に基づき、議長の指名により横須賀桃子議員を
選任しました。

○議会活性化特別委員会委員の補充選任について
　軽井沢町議会委員会条例第7条第4項の規定に基づき、議長の指名により眞島聡子議員を選
任しました。　

○予算決算常任委員会委員長の選任について
　軽井沢町議会委員会条例第8条第2項の規定に基づき、予算決算常任委員会の互選により佐
藤幹夫議員を選任しました。

○庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会委員長の選任について
　軽井沢町議会委員会条例第8条第2項の規定に基づき、庁舎改築周辺整備事業検討特別委員
会の互選により赤井信夫議員を選任しました。

○佐久市・軽井沢町清掃施設組合議会議員の選挙
　地方自治法第118条第2項の規定に基づき、議長の指名により佐藤幹夫議員を選任しました。

○軽井沢町消防委員会委員の推薦について
　議長の指名により、利根川泰三議員を推薦することとなりました。

○軽井沢町自然保護審議会委員の推薦について
　議長の指名により、寺田和佳子議員を推薦することとなりました。

○軽井沢町庁舎改築周辺整備事業検討委員会委員の推薦について
　議長の指名により、赤井信夫議員を推薦することとなりました。
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令和４年第１回軽井沢町議会定例会 12 月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第45号 東北信市町村交通災害共済事務組合規約の変更について 社会常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第46号

軽井沢町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第47号

軽井沢町公文書公開・個人情報保護審査会条例の制定に
ついて 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第48号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第49号

G7 外相会合開催時における小型無人機の飛行の禁止に関
する条例の制定について 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第50号 軽井沢町町税条例等の一部改正について 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第51号

軽井沢町差別撤廃と人権擁護に関する条例の一部改正に
ついて 社会常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第52号

令和 4 年度町単児童発達支援センター建設工事請負契約
の締結について 社会常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第53号

令和 4 年度町単図書館システム機器購入契約の締結につ
いて 社会常任委員会 12/16 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

12月 1日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

12月 5日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

12月 6日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

12月 7日 水 本会議 議案質疑・議案付託 午後 10 時

12月 8日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午後 10 時

12月 9日 金 委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時

12月12日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

12月13日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

12月14日 水 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

12月16日 金 本会議 委員長報告、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第54号 町道の廃止について 総務常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第55号 令和 4 年度軽井沢町一般会計補正予算（第 6 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第56号

令和 4 年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 3 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第57号 令和 4 年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 2 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第58号 令和 4 年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第59号

令和 4 年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第60号 令和 4 年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第 2 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

議　案
第61号

令和 4 年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 1 号） 予算決算常任委員会 12/16 原案可決

請　願
第 2 号

軽井沢町立図書館に視覚障がい者のための環境整備を求
める請願書 社会常任委員会 12/16 趣旨採択

陳　情
第 6 号

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を
求める陳情書 社会常任委員会 12/16 採　  択

陳　情
第 7 号 免税軽油制度の継続を求める陳情書 総務常任委員会 12/16 採　  択

発　委
第 2 号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について 即　決 12/16 原案可決

発　委
第 3 号

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を
求める意見書の提出について 即　決 12/16 原案可決

委員会の閉会中の継続調査（審査）について 即　決 12/16 原案可決
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12 月 会 議 解 説
　令和 4 年 12 月会議は、12 月 1 日に再開し、会議期間は 12 月 16 日までの 16 日間の日程で開
催しました。提出された議案は、規約の変更 1 件、条例の制定 4 件、条例の一部改正 2 件、契約
の締結 2 件、補正予算 7 件、その他 1 件でいずれも原案どおり可決しました。　
　議会関係では、請願 1 件を審査し趣旨採択とし、陳情 2 件を審査し採択としました。また発委
で意見書 2 件を提出し原案可決となり、関係機関へ送付しました。
　12 月会議において令和 4 年第 1 回定例会の会期は 12 月 16 日までとなり、344 日間で閉会とな
りました。

○規約の変更
・東北信市町村交通災害共済事務組合規約の変更
　　事務局体制の充実及び事務経費の削減を図るため、東北信市町村交通災害共済事務組合の

事務所の位置を長野市から東御市に変更するものです。　

○条例の制定
・軽井沢町個人情報の保護に関する法律施行条例
　　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律により個人情報の保護に関

する法律が改正され、議会を除く地方公共団体の機関における個人情報の取扱いについて同
法が適用されることに伴い、改正後の同法において条例に委任される事項、その他改正後の
同法の施行に関し必要な事項を定めるものです。

・軽井沢町公文書公開・個人情報保護審査会条例
　　個人情報の保護に関する法律の改正により、町における個人情報の取扱いについて同法が

適用され、町が個人情報保護委員会の監視、監督を受けるようになることに伴い、所掌事務
が減少する軽井沢町個人情報保護審議会を廃止するとともに、軽井沢町公文書公開審査会の
機能と同法に基づく審査請求等について調査、審議する機能等を併せ持った軽井沢町公文書
公開・個人情報保護審査会を設置し、その組織及び調査、審議の手続等について定めるもの
です。

・地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
　　地方公務員法の一部を改正する法律が令和5年4月1日に施行されることに伴い、国家公務

員法に準じて職員の定年の段階的な引上げ、管理監督職勤務上限年齢制及び定年前再任用短
時間勤務制の導入、60歳を超える職員の給料月額に関する特例、その他の必要な事項を定め
る改正等を行うもののほか所要の改正を行うものです。

・G7外相会合開催時における小型無人機の飛行の禁止に関する条例
　　令和5年4月16日から18日の3日間、当町で開催されるG7外相会合において、要人への危険

を未然に防止するとともに、会議の円滑な実施及び地域住民の安全確保を図るため、令和5
年4月6日から同月19日までの2週間、期限を定めて軽井沢町全域の上空における小型無人機
の飛行を禁止する旨、その他必要な事項を定めるものです。

ー 45 ー



○条例の一部改正
　・町町税条例

　　地方税法等が改正されることに伴い、町税条例の一部改正を行うもののほか、所要の改正
を行うものです。

・軽井沢町差別撤廃と人権擁護に関する条例
　　不当な差別の発生等の人権侵害の現状、その他、人権擁護に関する内外の情勢に鑑み、多

様化する差別の解消に向け町が取り組む具体的な事項について定める改正を行うものです。

○契約の締結
・令和4年度町単児童発達支援センター建設工事請負契約

　児童発達支援センターは、発達障がいや発達障がいの疑いのある就学前の子どもを早期に
発見し教育を行うことで、社会生活に適用できる支援を行うことを目的に建設が計画されま
した。
　建物は鉄筋コンクリート平屋建て、建築面積は 525.05 平方メートル、延べ床面積は 499.96
平方メートル、外壁は塗壁、屋根はカラー鉄板ぶきとなっており、完全 ZEB を目指して設
計されています。
　　　契  約  金  額　　3 億 2,670 万円
　　　契約の相手方　　株式会社竹花組
　　　工　　　　期　　令和 6 年 3 月 22 日

・令和4年度町単図書館システム機器購入契約
　現行の機器類が令和 5 年 3 月末で 5 年を経過し、情報システム機器類の耐用年数 5 年が経
過することから、引き続き安定的に図書館業務を行うため、令和 5 年度から運用が始まる新
図書館システムのセットアップに合わせて機器を購入するものです。
　　　契  約  金  額　　1,364 万円
　　　契約の相手方　　アネックスインフォメーション株式会社
　　　工　　　　期　　令和 5 年 2 月 28 日

○その他
・町道の廃止　1路線

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 6 号）】
　　2,748 万 2,000 円減額　　　総額 177 億 9,937 万 9,000 円

歳入　保育所等整備交付金 3,003 万 3,000 円の増、産地生産基盤パワーアップ事業補助 4 億
6,481 万 6,000 円の減　他

歳出　可燃ごみ・不燃物処理及び運搬業務委託 1,700 万円の増、風越公園アイスアリーナ外
6 施設指定管理料（電気料高騰支援分）5,000 万円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 3 号）】
　　117 万円追加　総額 26 億 8,131 万 7,000 円

歳入　保険給付費等交付金特別交付金 75 万円の増、財政調整基金・利子分 2 万 9,000 円
の増　他

　　歳出　傷病手当給付経費 75 万円の増、償還経費 67 万 5,000 円の増　他
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　【駐車場特別会計補正予算（第 2 号）】
　　51 万円追加　　総額 1 億 835 万 5,000 円

歳入　駐車場整備基金・利子分 25 万 2,000 円の増、公有建物災害共済金 18 万 3,000 円の増　他
歳出　駐車場整備基金経費 225 万 2,000 円の増、町営駐車場草刈委託 86 万 7,000 円の減　他

　【介護保険特別会計補正予算（第 2 号）】
　　144 万 3,000 円減額　　　総額 19 億 3,775 万 6,000 円

歳入　地域支援事業繰入金 196 万 3,000 円の減、一般会計繰入金 44 万 1,000 円の増　他
歳出　居宅介護給付経費 2,000 万円の増、居宅介護計画給付経費 775 万円の増　他

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）】
　　194 万 8,000 円減額　　　総額 3 億 6,742 万 3,000 円

歳入　保険基盤安定繰入金 173 万 6,000 円の減、保険事業費繰入金 15 万 2,000 円の減　他
歳出　保険基盤安定負担金 173 万 6,000 円の減、後期高齢者医療保険料還付金 44 万円の増 

他

　【下水道事業会計補正予算（第 2 号）】
　　収益的収入　公共下水道事業収益営業外収益 1,000 万円の減
　　収益的支出　公共下水道事業費用営業費用 955 万 2,000 円の減
　　資本的収入　公共下水道事業資本的収入負担金等 2,266 万円の増
　　資本的支出　公共下水道事業資本的支出建設改良費 2,420 万円の増

　【軽井沢病院事業会計補正予算（第 1 号）】
　　収益的収入　1 億 6,660 万円の増　　総額　28 億 4,338 万 7,000 円
　　収益的支出　 　  5,810 万円の増　　総額　27 億 8,257 万 8,000 円

○請願

○陳情

請願件名 請願者 審査結果

軽井沢町立図書館に視覚障がい者のための環境
整備を求める請願書

軽井沢町中軽井沢 17-2
朗読ボランティア「オオルリ」
代表者　池　富美子　
紹介議員　寺田　和佳子

趣旨採択

陳情件名 陳情者 審査結果

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処
遇改善を求める陳情書

長野市高田 276-8
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

採　択

免税軽油制度の継続を求める陳情書

軽井沢町軽井沢 1016
株式会社西武・プリンスホテルズワールド
ワイド（軽井沢プリンスホテルスキー場）
軽井沢地区総支配人　佐藤　光紀

採　択

ー 47 ー



○議会関係
・免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について

　これまで各産業の経営に貢献してきた免税軽油制度が地方税法によって、令和 6 年 3 月末
で廃止される状況にあります。軽油引取税の課税免除措置が廃止された場合、軽油使用者に
とって、燃料費負担が 32.10 円 /L もの急激な負担増（実質増税）となることから、農林水
産物価格や鉄道運賃等の値上げ等が行われた場合は、国民生活に多大な影響をもたらす可能
性があります。
　索道業界においては、スキーヤー・スノーボーダーの減少傾向に加え、気候や降雪に左右
されやすい事業形態から厳しい経営環境に置かれており、軽油引取税の免税措置が廃止され
るようなことがあれば、事業経営維持に深刻な打撃を与えることと共に冬季観光振興による
地域の活性化にも計り知れない影響を与えることとなります。
　国において、国民生活や観光産業の発展等に対する影響を回避するため、この免税軽油制
度を令和 6 年 3 月末以降も継続されるよう意見書を提出しました。
提出先 : 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、国

土交通大臣
・安全・安心の医療・介護の実現のため人員増と処遇改善を求める意見書の提出について

　新型コロナウイルス感染の拡大により、入院が必要にもかかわらず入院できない「医療崩
壊」や、介護を受けたくても受けられない「介護崩壊」が現実となりました。これは感染対
策の遅れはもちろんのこと、他の先進諸国と比べても圧倒的に少ない医師や看護師、介護職
員や保健師の不足が根本的な原因です。人手不足が長年続いている状況を解消するためには、
OECD 平均以下の看護師の賃金収入など、ケア労働者の処遇改善は待ったなしの状況にあ
ります。
　毎年のように発生している自然災害時の対応や、新たな感染症に備えるためにも、平常時
から、必要な人員体制の確保を国の責任で行い、対策の中心となる公立・公的病院や保健所
の拡充など機能強化を強く求め、安全・安心の医療・介護の実現のために意見書を提出しま
した。
提出先 : 内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、財務大臣
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特別職等の報酬・給与一覧表（１）
　（令和 4 年 12 月 31 日現在）［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額
町 長 854,000
副 町 長 700,000
教 育 長 623,000
議 長 365,000
副 議 長 296,000
常 任 委 員 長 278,000
議 会 運 営 委 員 長 278,000
議 員 261,000
教 育 委 員 会 委 員 35,600

選 挙 管 理 委 員 会
委 員 長 121,400
委 員 101,200

監 査 委 員
代 表 73,100
議 会 42,500

農 業 委 員 会
会 長 506,400
会長代理 356,300
委 員 272,200

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 7,100

長 期 振 興 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

22 世 紀 風 土 フ ォ ー ラ ム
基 本 会 議

会 長 7,100
委 員 6,900

ま ち づ く り 活 動 支 援 部 会
会 長 7,100
委 員 6,900

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 6,900

公 文 書 公 開 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

個 人 情 報 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

行 政 不 服 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

特 別 職 報 酬 等 審 議 会 委 員 6,900
指 定 管 理 者 選 定 審 議 会 委 員 6,900
防 災 会 議 委 員 6,900
防 災 会 議 専 門 委 員 6,900
国 民 保 護 協 議 会 委 員 6,900
民 生 委 員 推 薦 委 員 会 委 員 6,900

福 祉 委 員
委 員 長 147,900
委 員 120,700
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特別職等の報酬・給与一覧表（２） ［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

予 防 接 種 健 康 被 害 調 査
委 員 会

会 長 7,100
委 員 6,900

住 宅 対 策 審 議 会 委 員 6,900

災 害 弔 慰 金 等 支 給 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
運 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 安 全 対 策 会 議
会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 指 導 員 18,400
風 俗 審 議 会 委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会 専 門 委 員 6,900

農 業 振 興 地 域 整 備　
促 進 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 272,200

国 際 親 善 文 化 観 光　
都 市 計 画 審 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

上 水 道 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

下 水 道 事 業 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

消 防 委 員 会
会 長 34,200
委 員 26,100

消 防 賞 じ ゅ つ 金 等
審 査 委 員 会

委 員 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
軽 井 沢 病 院 経 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

社 会 教 育 委 員 6,900

学 校 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

教 育 支 援 委 員 会 委 員 6,900

子 ど も ・ 子 育 て 会 議
会 長 7,100
委 員 6,900

文 化 財 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

旧 三 笠 ホ テ ル 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900
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特別職等の報酬・給与一覧表（３）
［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

博 物 館 等 施 設 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

図 書 館 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

都 市 デ ザ イ ン 室 参 与 232,700
投 ( 開 ) 票 管 理 者

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する
法律に掲げられる額。投票立会人が交代する
場合は、当該額の範囲内で町長が定める額。

選 挙 長
投 ( 開 ) 票 立 会 人
選 挙 立 会 人

消 防 団

団 長 265,200
副 団 長 140,900
分 団 長 79,500
副分団長 67,400
部 長 63,700
班 長 45,500
団 員 36,500

そ の 他 特 別 職 の 職 員 一般職の職員の給与との権衡を考慮して任命
権者が定める額。
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令和 4 年　議会の開催状況
令和 4 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日

１．会期日数・付議事件等

区
　
　
分

会

議

日

数

本

会

議

代
表
・一
般
質
問

傍
聴
者（
本
会
議
）

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出

条
例
制
定

条
例
全
部
改
正

条
例
一
部
改
正

条
例
廃
止

予

算

決

算

契
約
締
結

変
更
契
約
締
結

そ
の
他
事
件

専
決
処
分（
180
）

計
条

例

規

則

意
見
書

決

議

選

挙

そ
の
他
計

本
　
会
　
議

1月第1回 1 1 4 1 1 2 0

3月 21 5 10 39 1 3 17 1 1 4 27 1 1 2

4月第1回 1 1 6 1 1 2 4 0

6月 16 5 8 66 2 1 4 7 1 1

7月第1回 1 1 6 1 1 2 1 1

9月 22 5 7 31 2 8 10 6 26 3 3

10月第1回 1 1 8 1 1 0

11月第1回 1 1 2 0 1 9 10

12月 16 5 9 18 4 2 7 2 2 17 2 4 6

合　　計 80 25 34 180 4 1 8 0 37 10 5 1 14 6 86 0 0 2 1 1 19 23

区
　
　
分

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出 年

間
延
件
数

原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

継
続
審
議

そ
の
他

計
原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

そ
の
他

計

本
　
会
　
議

1月第1回 2 2 0 2

3月 23 1 3 27 2 2 29

4月第1回 2 2 4 0 4

6月 3 4 7 1 1 8

7月第1回 2 2 1 1 3

9月 11 15 26 1 1 1 3 29

10月第1回 1 1 0 1

11月第1回 0 0 10 10 10

12月 17 17 3 3 6 23

合　　計 61 1 0 0 0 0 24 86 6 0 1 0 0 16 23 109
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２．請願・陳情

区
　
　
　
分

受 理 件 数 処　理　状　況 処　理　結　果
新

規

分

前 年 か ら
の 繰 越 分

計

本
会
議
即
決

常
任
委
員
会
審
査

議
運
審
査

特
別
委
員
会
審
査

議
長
預
か
り

そ

の

他

計

採

択

一
部
採
択

趣
旨
採
択

不

採

択

取
り
下
げ

審
議
未
了

資
料
配
布

継
続
審
査

そ

の

他

計継
続
審
査

前
年
繰
越

請願 3 0 0 3 3 3 1 1 1 3

陳情 10 0 0 10 3 4 3 10 2 1 4 3 10

３．委員会等開催日数

令和4年

総

　

務

社

　

会

議
会
活
性
化

庁
舎
改
築
周

辺
整
備
事
業

広

報

広

聴

予

算

決

算

全

　

協

議

　

運

研

　

修

議
員
懇
談
会

合

計

委
員
会
等
開
催
日
数

1月 1 1 1 1 1 5

2月 1 1 1 1 1 5

3月 1 1 1 1 4 5 1 1 15

4月 1 1 1 1 4

5月 1 2 1 4

6月 1 1 1 2 3 1 1 1 1 12

7月 1 1 1 1 1 1 1 7

8月 1 1 1 3

9月 1 1 1 1 3 5 1 2 1 16

10月 1 1 1 2 1 1 2 2 11

11月 1 2 1 1 1 3 9

12月 1 1 3 1 4 1 2 1 14

合　　計 5 9 10 10 19 13 13 11 10 5 105
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令和 4 年　議会日誌
1月 5日（水）  ・ 議会運営委員会
  ・ 新年あいさつ回り
1月 6日（木）  ・ 広報広聴常任委員会
1月 7日（金）  ・ 第1回定例会1月第1回会議開会
  ・ 全員協議会
1月 8日（土）  ・ 令和4年成人式
1月 9日（日）  ・ 令和3年成人式（延期分）
1月13日（木）  ・ 総務常任委員会
1月20日（木）  ・ 議会活性化特別委員会
1月21日（金）  ・ 例月出納検査
1月24日（月）  ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　  議会運営委員会及び全員協議会
1月27日（木）  ・ 佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　  議会運営委員会
  ・ 浅麓環境施設組合議会運営委
　　　　　　 員会
2月 1日（火）  ・ 佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　  第1回定例会
2月 2日（水）  ・ 議員研修会
2月 4日（金）  ・ 総務常任委員会懇談会
2月 8日（火）  ・ 北佐久郡老人福祉施設組合議
　　　　　　 会運営委員会
2月 9日（水）  ・ 浅麓水道企業団正副議長委員
　　　　　　 長会議
2月14日（月）  ・ 浅麓環境施設組合議会定例会
  ・ 社会常任委員会
2月15日（火）  ・ 定期監査
2月16日（水）  ・ 定期監査
  ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　 議会第1回定例会
2月17日（木）  ・ 議会運営委員会
2月21日（月）  ・ 例月出納検査
  ・ 浅麓水道企業団第1回議会定例
　　　　　　 会
2月24日（木）  ・ 第1回定例会3月会議再開
  ・ 全員協議会
2月25日（金）  ・ 北佐久郡老人福祉施設組合議
　　　　　　 会第1回定例会
2月28日（月）  ・ 本会議
3月 1日（火）  ・ 本会議
3月 2日（水）  ・ 本会議

  ・ 森泉山財産組合議会第1回定例会
3月 3日（木）  ・ 議会活性化特別委員会
3月 4日（金）  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
3月 7日（月）  ・ 社会常任委員会
  ・ 町社会福祉協議会常任理事会
　　　　　　 及び理事会
3月 8日（火）  ・ 総務常任委員会
3月 9日（水）  ・ 予算決算常任委員会
  ・ 議会運営委員会
3月10日（木）  ・ 予算決算常任委員会
3月11日（金）  ・ 予算決算常任委員会
3月14日（月）  ・ 予算決算常任委員会
3月16日（水）  ・ 予算決算常任委員会
  ・ 第1回定例会3月会議散会
  ・ 広報広聴常任委員会
3月17日（木）  ・ 佐久広域連合議会運営委員会
3月18日（金）  ・ 北佐久郡議会議員研修会
3月22日（火）  ・ 人権教育研修会
3月23日（水）  ・ 町公共下水道事業審議会
  ・ 町自然保護審議会
3月24日（木）  ・ 広報広聴常任委員会
  ・ 例月出納検査
3月25日（金）  ・ 軽井沢国際親善文化観光都市
　　　　　　 計画審議会
3月28日（月）  ・ 広報広聴常任委員会
3月29日（火）  ・ 全員協議会
  ・ 町社会福祉協議会評議員会
  ・ 佐久総合病院運営委員会
3月30日（水）  ・ 南地区複合施設竣工記念式典
  ・ 佐久広域連合議会運営委員会、
　　　　　　 全員協議会及び第1回定例会
3月31日（木）  ・ 広報広聴常任委員会
4月13日（水）  ・ 鈴鹿市議会行政視察
4月20日（水）  ・ 議会活性化特別委員会
4月22日（金）  ・ 例月出納検査
4月25日（月）  ・ 軽井沢リゾート会議都市推進
　　　　　　 協議会定期総会
4月26日（火）  ・ 議会運営委員会
  ・ 町区長会定例総会
4月28日（木）  ・ 第1回定例会4月第1回会議
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  ・ 全員協議会
  ・ 社会常任委員会
5月10日（火）  ・ 全員協議会
  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
5月12日（木）  ・ 青少年健全育成協議会総会及
　　　　　　 び研修会
5月16日（月）  ・ 国道146号軽井沢バイパス建設
　　　　　　 等期成同盟会総会
5月17日（火）  ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　 議会運営委員会及び全員協議
　　　　　　 会
5月18日（水）  ・ 交通安全祈願祭・殉職警察官慰
　　　　　　 霊祭
  ・ 県道借宿小諸線・信濃追分停車
　　　　　　 場線道路改良促進期成同盟会
　　　　　　 総会
  ・ 信州大学・東京大学連携協定事
　　　　　　 業説明会
5月19日（木）  ・ 議会運営委員会
5月20日（金）  ・ 庁舎改築周辺整備事業意見交
　　　　　　 換会
5月22日（日）  ・ ユナイテッド・ワールドカレッジ
　　　　　　 ISAKジャパン卒業証書授与式
5月23日（月）  ・ 例月出納検査
5月26日（木）  ・ 第1回定例会6月会議再開
  ・ 全員協議会
  ・ 重要文化財・旧三笠ホテル現地
　　　　　　 視察
5月27日（金）  ・ 「わが家のセーフティーリー
　　　　　　 ダー」委嘱式
  ・ 一般社団法人軽井沢観光協会
　　　　　　 定期総会
5月30日（月）  ・ 本会議
5月31日（火）  ・ 本会議
6月 1日（水）  ・ 本会議
6月 2日（木）  ・ 議会活性化特別委員会
6月 3日（金）  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
6月 5日（日）  ・ 緑化木無償配布会
6月 6日（月）  ・ 社会常任委員会
  ・ 社会常任委員会懇談会
6月 7日（火）  ・ 総務常任委員会

6月 8日（水）  ・ 予算決算常任委員会
  ・ 議会運営委員会
  ・ 特定非営利法人SC軽井沢クラブ
　　　　　　 令和4年度通常総会
6月10日（金）  ・ 第1回定例会6月会議散会
  ・ 広報広聴常任委員会
  ・ 町社会福祉協議会常任理事会
　　　　　　 及び理事会
6月11日（土）  ・ ハンセン病市民学会全国交流
　　　　　　 集会in長野（12日まで）
6月20日（月）  ・ 広報広聴常任委員会
  ・ 『佐久・軽井沢間湯川左岸幹線
　　　　　　 道路改良促進期成同盟会』総会
6月21日（火）  ・ 例月出納検査
  ・ 町暴力団進入阻止連絡協議会
　　　　　　 総会
  ・ 軽井沢カーリング活性化プロ
　　　　　　 ジェクト推進委員会総会
6月27日（月）  ・ 広報広聴常任委員会
  ・ 佐久広域連合議会定例会
6月28日（火）  ・ 全員協議会
  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
  ・ 東信地区社会人権教育研修会
6月29日（水）  ・ 町社会福祉協議会評議員会
7月 1日（金）  ・ 広報広聴常任委員会
7月 5日（火）  ・ 議会運営委員会
7月 7日（木）  ・ 第1回定例会7月第1回会議
  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
  ・ 町国民健康保険軽井沢病院経
　　　　　　 営協議会
7月 8日（金）  ・ 社会常任委員会
  ・ 浅麓水道企業団正副議長委員
　　　　　　 長会議
  ・ 2022原水爆禁止国民平和大行進
7月11日（月）  ・ 町長期振興計画審議会
7月12日（火）  ・ 議会活性化特別委員会
  ・ 北佐久郡老人福祉施設組合議
　　　　　　 会運営委員会
7月13日（水）  ・ 新鳥井原橋見学会
  ・ 町庁舎改築周辺整備事業検討
　　　　　　 委員会
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7月14日（木）  ・ 県町村議会議員研修会
  ・ 令和3年度決算審査
7月15日（金）  ・ 令和3年度決算審査
  ・ 阿南市議会行政視察
7月19日（火）  ・ 令和3年度決算審査
7月22日（金）  ・ 新鳥井原橋架替工事安全祈願
　　　　　　 祭及び開通式
  ・ 大田区議会行政視察
7月25日（月）  ・ 浅麓環境施設組合議会運営委
　　　　　　 員会
7月26日（火）  ・ 例月出納検査
  ・ 北佐久郡老人福祉施設組合議
　　　　　　 会第2回定例会及び全員協議会
7月27日（水）  ・ 東信地区人権教育スキルアッ
　　　　　　 プ講座
7月28日（木）  ・ 全員協議会
  ・ 軽井沢ウインターフェスティ
　　　　　　 バル実行委員会総会
8月 1日（月）  ・ 軽井沢ショー祭
8月 2日（火）  ・ 令和3年度決算審査
8月 8日（月）  ・ 浅麓環境施設組合議会定例会
8月10日（水）  ・ 令和3年度決算審査意見書報告
　　　　　　 会
8月15日（月）  ・ 戦没者追悼式
8月18日（木）  ・ 議会運営委員会
8月19日（金）  ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　 議会決算審査及び定期監査
8月22日（月）  ・ 安来市議会行政視察
8月23日（火）  ・ 北佐久郡議会議員研修会
8月24日（水）  ・ 佐久広域連合議会運営委員会
  ・ 森泉山財産組合議会第2回定例会
8月25日（木）  ・ 第1回定例会9月会議再開
  ・ 全員協議会
8月26日（金）  ・ 例月出納検査
8月29日（月）  ・ 本会議
8月30日（火）  ・ 本会議
8月31日（水）  ・ 本会議
9月 1日（木）  ・ 議会活性化特別委員会
  ・ 佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　 議会運営委員会及び全員協議会
9月 2日（金）  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　 別委員会
9月 5日（月）  ・ 社会常任委員会

9月 6日（火）  ・ 総務常任委員会
9月 7日（水）  ・ 予算決算常任委員会
  ・ 議会運営委員会
9月 8日（木）  ・ 予算決算常任委員会
9月 9日（金）  ・ 予算決算常任委員会
9月12日（月）  ・ 予算決算常任委員会
9月13日（火）  ・ 予算決算常任委員会
9月15日（木）  ・ 議会運営委員会
  ・ 第1回定例会9月会議散会
  ・ 広報広聴常任委員会
9月16日（金）  ・ 町自然保護審議会
9月21日（水）  ・ 例月出納検査
9月22日（木）  ・ 議員研修会
9月26日（月）  ・ 広報広聴常任委員会
  ・ 県町村議会議長会政務調査会
　　　　　　 部会
9月27日（火）  ・ 佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　 議会第2回定例会
9月28日（水）  ・ 広報広聴常任委員会
9月29日（木）  ・ 全員協議会
9月30日（金）  ・ 佐久広域連合議会全員協議会
　　　　　　 及び第3回定例会
  ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　 議会運営委員会
10月 2日（日） ・ 町消防団ふれあいフェスティ
　　　　　　  バル
10月 3日（月） ・ 広報広聴常任委員会
10月 4日（火） ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　  別委員会視察研修
10月 5日（水）・ 東信地区人権スキルアップ講
　　　　　　  座
10月 6日（木）  ・ 御代田町議会行政視察
  ・ 社会常任委員会懇談会
  ・ 議会だよりモニター懇談会
10月 7日（金）  ・ 広報広聴常任委員会
10月11日（火）・ 議会とまちづくりを語る会
　　　　　　  （12日まで）
10月17日（月）・ 総務常任委員会視察研修
　　　　　　  （18日まで）
10月18日（火）・ 中部横断自動車道建設促進
                    佐久地域議員連盟総会
10月19日（水） ・ 羊蹄山麓正副議長会行政視察
  ・ 浅麓水道企業団議会議員行政
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　　　　　　   視察研修（21日まで）
10月20日（木） ・ 野木町議会行政視察
10月21日（金） ・  例月出納検査
   ・  盛岡市議会行政視察
   ・ 富良野市議会行政視察
   ・ G7外相会合軽井沢町推進町民
　　　　　　   会議
10月22日（土） ・ ユニバーサルスポーツ祭
10月24日（月） ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　   別委員会
    ・ 社会常任委員会
10月25日（火）  ・ 県町村議会議長会第35回定期
　　　　　　   総会
    ・ 佐久市・軽井沢町清掃施設組
　　　　　　   合議会第2回定例会
    ・ 議会運営委員会
10月26日（水）  ・ 佐久広域連合議会議員行政視
　　　　　　   察研修（28日まで）
10月27日（木）  ・ 糸魚川市議会行政視察
10月28日（金）  ・ 町国民健康保険軽井沢病院経
　　　　　　   営協議会
10月31日（月） ・ 全員協議会
   ・ 第1回定例会10月第1回会議
   ・ 議会活性化特別委員会
   ・ 町長期振興計画審議会
11月 1日（火） ・ 国際特別都市議会議長協議会
                     （2日まで）
11月 4日（金） ・ 第1回定例会11月第1回会議
   ・ 予算決算常任委員会
   ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　   別委員会
11月 7日（月） ・ 軽井沢国際親善文化観光都市
　　　　　　   計画審議会
   ・ 社会常任委員会視察研修（8日
　　　　　　   まで）
11月 9日（水）  ・ 第66回町村議会議長全国大会
11月10日（木）  ・ 北佐久郡議会議長研修会
   ・ 第44回部落完全解放・人権擁護
　　　　　　   推進佐久地区大会
11月11日（金） ・ 総務常任委員会視察研修
   ・ 2022 ROUTE日本海-太平洋
　　　　　　   シンポジウム
11月14日（月） ・ 広報広聴常任委員会

    ・ 町社会福祉協議会常任理事会
　　　　　　   及び理事会
   ・ 令和4年度定期監査
11月15日（火）  ・ 川島町議会行政視察
   ・ 町交通安全推進協議会総会兼
　　　　　　   交通安全町民大会
11月16日（水）  ・ 箱根町議会行政視察
   ・ 町戦没者追悼式
11月17日（木）  ・ 令和4年度定期監査
   ・ 函南町議会行政視察
11月22日（火）  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　   別委員会
   ・ 小矢部市議会行政視察
   ・ 社会常任委員会
11月24日（木） ・ 議会運営委員会
11月25日（金）  ・ 佐久広域連合時局講演会
11月26日（土） ・ ホワイトクリスマスin軽井沢
　　　　　　   オープニングセレモニー
11月28日（月）  ・ 例月出納検査
   ・ 町下水道事業審議会
11月29日（火）  ・ 2022部落解放・人権政策確立
　　　　　　   要求長野県内行動佐久地区市
　　　　　　   町村要請行動
11月30日（水） ・ 佐久広域連合議会運営委員会
12月 1日（木）  ・ 第1回定例会12月会議再開
   ・ 全員協議会
   ・ 議会活性化特別委員会
12月 2日（金）  ・ G7外相会合ポスター等デザイ
　　　　　　   ン作成コンペ審査会
12月 5日（月）  ・ 本会議
12月 6日（火）  ・ 本会議
12月 7日（水）  ・ 本会議
12月 8日（木）  ・ 議会活性化特別委員会
12月 9日（金）  ・ 庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　   別委員会
12月12日（月）  ・ 社会常任委員会
12月13日（火）  ・ 総務常任委員会
12月14日（水）  ・ 予算決算常任委員会
   ・ 広報広聴常任委員会
12月16日（金）  ・ 軽井沢国際カーリング選手権
　　　　　　   大会ファーストストーンセレ
　　　　　　   モニー
   ・ 第1回定例会12月会議閉会

ー 57 ー



   ・ 広報広聴常任委員会
12月17日（土）  ・ 一般社団法人軽井沢青年会議
　　　　　　   所クリスマス例会
12月18日（日）  ・ 軽井沢国際カーリング選手権
　　　　　　   大会決勝及び表彰式
12月20日（火）  ・ 議員研修会
   ・ 議会活性化特別委員会
   ・ 軽井沢大賀ホール喫茶コー
　　　　　　   ナープロポーザル選定審査会
12月22日（木）   ・ 広報広聴常任委員会
12月23日（金）  ・ ウィスラー市長とのオンライ
　　　　　　   ンミーティング
   ・ 例月出納検査
   ・ 軽井沢高校生徒会とのタウン
　　　　　　   ミーティング
   ・ G7外相会合軽井沢町推進町民
　　　　　　   会議
12月26日（月）  ・ 佐久広域連合議会現地視察、
　　　　　　   全員協議会及び第4回定例会
   ・ 広報広聴常任委員会
12月27日（火）   ・ 全員協議会
   ・ 町自然保護審議会
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編  集  後  記
　2022 年議会にとっての最大の喜びは、住民との対面による交流が再開されたことでした。各
種懇談会はオンラインと対面のハイブリッドによる実施が通常となり、議会報告会である「議会
とまちづくりを語る会」も 3 箇所で開催することができました。マスクをしているものの、その
下の表情が感じられる距離で会話できる喜びを議員全員が実感したことでしょう。一方紙面を介
しての交流も活発になっており、議会だよりモニターの存在は、紙面の改善にとどまらず次のス
テップである議会政策モニターへと昇華する段階にきていると感じています。例えばモニターさ
んのアドバイスから議会 LINE を試運転することができ、本会議や委員会のスケジュール・一部
事務組合議会等の活動・議会だよりの PR など、議会からの積極的な情報公開ができるようにな
りました。着実に変化と進化の道を歩んでいます。

（本議会誌は、区を通じて回覧で配布させていただいておりますが、必要な方は公共施設、区施
設に置いてございますので、ご自由にお持ちください。なお、郵送をご希望の方は議会事務局

（TEL：45-8910）までご連絡ください。）

軽井沢町議会
　議　　長　　土　屋　好　生

広報広聴常任委員会
　委 員 長　　寺　田　和佳子
　副委員長　　利根川　泰　三
　委　　員　　眞　島　聡　子
　　　　　　　福　本　　　修
　　　　　　　赤　井　信　夫
　　　　　　　横須賀　桃　子
　　　　　　　川　島　さゆり
　　　　　　　佐　藤　敏　明
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